
 

 

第 4 章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

1. 力強い農業ができるまちにします 

【農業】 

2. 魅力あふれる農村環境のあるまちにします 

【農村環境】 

3. 商店街が元気なまちにします 

【商店街】 

4. さまざまな企業の活動が盛んなまちにします 

【企業活動】 

5. 企業誘致の促進、既存企業の新たな展開を促進します 

【新たな産業】 

6. 雇用が安定したまちにします 

【雇用】 

7. 住んでよし、訪れてよしのまちにします 

【観光】 

8. 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 

【歴史・文化】 

9. 芸術文化活動の盛んなまちにします 

【芸術・文化】 

  



第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 276 農作物保全事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 市内全域における水稲病害虫防除への支援及び有害鳥獣捕獲事業を実施します。 

事業の目的 事業実施により、高品質米の安定生産及び農作物全般の生産性の向上を図ります。 

事業の効果 

水稲病害虫防除を市内全域において実施することにより、高品質米の安定生産に加え

て、農作業の合理化を図ることができる。また、有害鳥獣による農作物の被害を最小

限に抑えることができました。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 4,592 水稲病害虫防除の実施、有害鳥獣の捕獲 

平成 24 年度 4,592 水稲病害虫防除の実施、有害鳥獣の捕獲 

平成 25 年度 4,703 水稲病害虫防除の実施、有害鳥獣の捕獲・処分 

平成 26 年度 4,600 水稲病害虫防除の実施、有害鳥獣の捕獲・処分 

平成 27 年度 4,600 水稲病害虫防除の実施、有害鳥獣の捕獲・処分 

合計 23,087  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

賠 償 責 任 保 険 料 22 千円 22 千円 22 千円 22 千円 22 千円 
ラジコンヘリコプターによる水稲病害虫防除 780ｈａ 780ｈａ 780ｈａ 780ｈａ 780ｈａ 
有 害 鳥 獣 捕 獲 業 務 480 羽 480 羽 480 羽 480 羽 480 羽 
炭酸ガスによるハクビシン殺処分   50 頭 50 頭 50 頭 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 5 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 5 目：農地費 

事業名 394 土地改良推進事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
農地及び農業用施設の適正な管理に努めるため、各種団体に負担金を支出し、農業者

の経営安定を支援します。 

事業の目的 農地及び農業用施設の適正管理を図ります。 

事業の効果 土地改良事業の推進が図られます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 13,181 土地改良事業の推進を図るための負担金等支出 

平成 24 年度 11,436 土地改良事業の推進を図るための負担金等支出 

平成 25 年度 11,434 土地改良事業の推進を図るための負担金等支出 

平成 26 年度 11,434 土地改良事業の推進を図るための負担金等支出 

平成 27 年度 11,434 土地改良事業の推進を図るための負担金等支出 

合計 58,919  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

土地改良事業推進のための負担（活動） 8 件 8 件 7 件 7 件 7 件 
土地改良事業推進のための負担（成果） 8 件 8 件 7 件 7 件 7 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3目：農業振興費 

事業名 488 水田自給力向上対策事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

農業者・農業者団体が主体となり、地域農業の特性・作物振興及び水田利用の将来方

向・担い手の明確化と育成方向などを定めた佐倉市地域水田農業ビジョンを達成しま

す。作物販売戦略、水田の利活用、担い手の育成など、生産対策及び経営対策を一体

的に実施するため、各農業者へ補助金の交付を行います。 

事業の目的 
生産調整の実施に伴う自給力向上及び水田経営規模の拡大並びに主食用以外への米

出荷の推進及び米粉加工製品の消費拡大並びに暗渠排水の整備を目的とします。 

事業の効果 

生産調整の実施及び水田経営規模の拡大並びに主食用以外への米出荷の推進及び米

粉加工製品の消費拡大並びに暗渠排水の整備を進めることにより、強い農業のできる

生産体制の確立が図られます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 19,504 
水田農業ビジョンの作物（大豆・稲発酵粗飼料など）を作付した面積に対する助

成の実施 

平成 24 年度 15,680 
水田農業ビジョンの作物（大豆・稲発酵粗飼料など）を作付した面積に対する助

成の実施 

平成 25 年度 23,680 
麦・大豆・稲発酵粗飼料用稲・飼料用米・米粉用米・加工用米等の作付作物に対

して助成を行います。 

平成 26 年度 24,680 
麦・大豆・稲発酵粗飼料用稲・飼料用米・米粉用米・加工用米等の作付作物に対

して助成を行います。 

平成 27 年度 25,680 
麦・大豆・稲発酵粗飼料用稲・飼料用米・米粉用米・加工用米等の作付作物に対

して助成を行います。 

合計 109,224  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

水 田 自 給 力 向 上 事 業 70ｈａ 75ｈａ 80ｈａ 85ｈａ 90ｈａ 
担 い 手 強 化 事 業 4 件 4 件 4 件 4 件 4 件 
排 水 改 良 事 業 50a 50a 50a 50a 50a 
水 田 農 産 物 推 進 事 業 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
生 産 調 整 達 成 者 30 件 35 件 40 件 45 件 50 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 4 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 4 目：畜産業費 

事業名 489 畜産振興事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
各種団体の負担金、家畜家禽の予防注射や検査の実施、家畜改良の推進、佐倉市畜産

組合連合会事業補助の実施により、畜産業の経営安定を図ります。 

事業の目的 
各種団体負担金及び家畜家きんの予防注射・検査の実施、家畜改良の推進、地場産畜

産物の消費拡大を図り、畜産経営の安定と家畜家きんの健康維持に努めます。 

事業の効果 地場産畜産物の消費拡大を推進することにより、畜産の振興を図ることができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 6,579 家畜伝染病予防注射、家畜改良増殖対策の実施など 

平成 24 年度 6,197 家畜伝染病予防注射、家畜改良増殖対策の実施など 

平成 25 年度 6,197 
畜産振興に伴う一般管理費及び家畜防疫対策、家畜改良増殖対策、地場産畜産物

の消費拡大等を推進します。 

平成 26 年度 6,197 
畜産振興に伴う一般管理費及び家畜防疫対策、家畜改良増殖対策、地場産畜産物

の消費拡大等を推進します。 

平成 27 年度 6,197 
畜産振興に伴う一般管理費及び家畜防疫対策、家畜改良増殖対策、地場産畜産物

の消費拡大等を推進します。 

合計 31,367  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 補 助 件 数 3 件 3 件 3 件 3 件 3 件 

予 防 接 種 実 施 頭 数 
牛 760 頭 
豚 1,250 頭 

牛 760 頭 
豚 3,500 頭 

牛 760 頭 
豚 3,500 頭 

牛 900 頭 
豚 3,500 頭 

牛 760 頭 
豚 3,500 頭 

年 間 補 助 金 額 
4,150,000

円 
4,150,000

円 
4,150,000

円 
4,150,000

円 
4,150,000 

円 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 4 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 4 目：畜産業費 

事業名 572 畜産総合対策事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
ゆとりややりがいのある畜産経営を営むために、家畜排せつ物利用施設・機械の整備、

畜産経営環境の改善、畜産生産基盤整備等について補助を行います。 

事業の目的 
地域社会と調和のとれた、健全かつ安定的な畜産経営の推進及び効率的な畜産経営の

推進を図ります。 

事業の効果 
地域環境と調和した健全な畜産経営の確立と、ゆとりとやりがいのある畜産経営の確

立を図ることができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,800 ヘルパー利用促進、生産機械施設に対する補助 

平成 24 年度 1,800 ヘルパー利用促進、生産機械施設に対する補助 

平成 25 年度 8,740 
ヘルパー利用促進、生産機械施設に対する補助 

飼料生産拡大整備支援事業 

平成 26 年度 1,800 ヘルパー利用促進、生産機械施設に対する補助 

平成 27 年度 1,800 ヘルパー利用促進、生産機械施設に対する補助 

合計 15,940  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

補 助 件 数 2 件 2 件 2 件 2 件 2 件 
補 助 額 600,000 円 600,000 円 600,000 円 600,000 円 600,000 円 
ヘ ル パ ー 利 用 人 数 180 人 180 人 180 人 180 人 180 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 706 農業振興資金等融資助成事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
農業者がその経営に必要な資金を借り入れた場合に当市において利子補給を行い、そ

の金利負担を軽減して経営の安定に資します。 

事業の目的 
農業者がその経営に必要な資金を借り入れた場合に、その金利負担を軽減し経営の安

定を目的とします。 

事業の効果 
農業経営における投資は、高額なものが多くその借入金も多額に及ぶため、金利の負

担は農業経営を圧迫しており、その解消に大きな役割を果たしました。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 2,034 
農業経営基盤強化資金利子補給事業補助金、農業近代化資金利子補給金交付、農

林業振興資金利子補給事業補助金 

平成 24 年度 1,987 
農業経営基盤強化資金利子補給事業補助金、農業近代化資金利子補給金交付、農

林業振興資金利子補給事業補助金 

平成 25 年度 1,263 
農業経営基盤強化資金利子補給事業補助金、農業近代化資金利子補給金交付、農

林業振興資金利子補給事業補助金 

平成 26 年度 1,263 
農業経営基盤強化資金利子補給事業補助金、農業近代化資金利子補給金交付、農

林業振興資金利子補給事業補助金 

平成 27 年度 1,263 
農業経営基盤強化資金利子補給事業補助金、農業近代化資金利子補給金交付、農

林業振興資金利子補給事業補助金 

合計 7,810  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

補 助 金 額 
借入要望金

額による  
借入要望金

額による  
借入要望金

額による  
借入要望金

額による  
借入要望金

額による  
補 助 件 数 25 件 25 件 25 件 25 件 25 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 718 耕作放棄地対策事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 21 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

農業の生産基盤である農地が、耕作放棄により減少傾向にある中で、食料供給力を強

化していくために、担い手の育成と共に耕作放棄地の再生・利用を含め農地の有効利

用を図ります。また、高齢化により担い手が不足傾向となっている中、将来にわたり

食料の安定供給と農業の持続的な発展に向けて、担い手の育成と耕作放棄地の解消と

農地の利用集積の促進等を図ります。 

事業の目的 
耕作放棄地を解消することで、農村環境を整備して市内の活性化を図ります。また、

耕作面積を拡大し、佐倉市の農産物の生産量の増大を目指します。 

事業の効果 

佐倉市では、年間の耕作放棄地解消面積が県内でトップになるなど、多くの成果を上

げています。また、市外からの新規就農希望者が解消地に耕作を行うことで、農業の

担い手の確保にも役立っています。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 11,240 
新規利用集積の設定支援、新規就農者に対する支援、耕作放棄地の障害物除去・

整地等に対する支援、リフレッシュ活用支援事業 

平成 24 年度 10,490 
新規利用集積の設定支援、新規就農者に対する支援、耕作放棄地の障害物除去・

整地等に対する支援 

平成 25 年度 15,740 
新規利用集積の設定支援、新規就農者に対する支援、耕作放棄地の障害物除去・

整地等に対する支援、青年就農給付金 

平成 26 年度 20,990 
新規利用集積の設定支援、新規就農者に対する支援、耕作放棄地の障害物除去・

整地等に対する支援、青年就農給付金 

平成 27 年度 10,490 
新規利用集積の設定支援、新規就農者に対する支援、耕作放棄地の障害物除去・

整地等に対する支援、青年就農給付金 

合計 68,950  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

新 規 就 農 者 数 3 名 3 名 3 名 3 名 3 名 
新規利用集積面積（年間） 20ha 20ha 20ha 20ha 20ha 
耕作放棄地解消面積（年間） 6ha 3ha 4ha 5ha 5ha 
青年就農給付金給付対象者数   4 人 8 人 0 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 5 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 5 目：農地費 

事業名 7285 農業生産基盤整備事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 21 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

安定した農業生産を確保するため、農業生産基盤である耕地の区画形質の改善、用排

水路・農道整備や換地による耕地の集団化、用排水機場の総合的な整備により、生産

性の高いほ場の整備を実施する土地改良事業に対して助成します。 

事業の目的 

耕地の区画形質の改善、用排水路及び農道の整備、換地による耕地の集団化、揚排水

機場の整備等を総合的に実施する。農業者の高齢化や混住化で、地区内の農地、農道、

水路等の多面的機能を持つ農業資源の保全が困難になっていることから、非農業者参

加により地区ぐるみで農業資源の保全を行います。 

事業の効果 
高生産性農業の実現及びこれを担う経営体の育成が図れます。農業資源の保全が図れ

ます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 39,801 農業生産基盤の整備・改修事業に対する負担金交付 

平成 24 年度 14,758 農業生産基盤の整備・改修事業に対する負担金交付 

平成 25 年度 11,911 農業生産基盤の整備・改修事業に対する負担金交付 

平成 26 年度 38,651 農業生産基盤の整備・改修事業に対する負担金交付 

平成 27 年度 64,950 農業生産基盤の整備・改修事業に対する負担金交付 

合計 170,071  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

優良農地の保全事業に係る負担金支出件数 2 件 5 件 5 件 5 件 10 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 1 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 1 目：農業委員会費 

事業名 7615 農地基本台帳電子化推進事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

農地基本台帳システムにより、農家の経営状況や農地の状況を把握するとともに、農

地法(３条、４条、５条、１８条等)に伴う処理や利用権設定処理、年金受給に伴う処

理、相続に伴う処理等の農業委員会業務を迅速かつ適正に行います。 

事業の目的 

農地基本台帳システムの導入により、農家の調査に係る負担軽減が図られるととも

に、農家の経営状況と農地の状況を把握することで関係機関と連携した耕作者への適

切な支援が可能となり、農家の安定した経営並び農地の利用集積等による有効利用に

寄与します。 

事業の効果 

農地基本台帳システムにより、農家の経営状況や農地の状況を把握するとともに、農

地法（３条、４条、５条、１８条等）に伴う処理や利用権設定処理、年金受給に伴う

処理、相続に伴う処理等の農業委員会業務を迅速かつ適正に行います。また、農業者

年金、農業委員会委員選挙、相続税・贈与税猶予、生産緑地等を一元的に管理するこ

とで農家の安定した経営を支援します。併せまして、農地流動化の推進や遊休農地・

耕作放棄地の解消に寄与します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 3,599 農地基本台帳システム導入、農地の状況等を調査・管理 

平成 24 年度 1,465 システムにより農地の状況等を調査・管理 

平成 25 年度 1,465 システムにより農地の状況等を調査・管理 

平成 26 年度 1,465 システムにより農地の状況等を調査・管理 

平成 27 年度 1,465 システムにより農地の状況等を調査・管理 

合計 9,459  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

情報更新した市内農地の情報管理件数 60,000 件 60,000 件 60,000 件 60,000 件 60,000 件 
年 間 利 用 権 設 定 件 数 66 件    80 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 7677 農産園芸経営支援事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

農業者及び農業者団体が行う施設、機械等の整備により、農産物の生産性の向上及び

直売所における生産・加工・販売の体制強化を図ります。認定農業者及び直売所を運

営する農業者団体が行う施設、機械等の整備に対し、補助金を交付します。 

事業の目的 
農業者及び農業者団体が行う施設、機械等の整備により、農産物の生産性の向上及び

直売所における生産・加工・販売の体制強化を目的とします。 

事業の効果 
農業者及び農業者団体の負担を軽減し、もって経営規模の拡大による農業経営に安定

及び地産地消の推進を図ることができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 7,178 
生産体制強化事業、農産物直売所整備推進事業、「輝け！ちばの園芸」産地整備

支援事業園芸施設リフォーム型 

平成 24 年度 4,500 
生産体制強化事業、農産物直売所整備推進事業、「輝け！ちばの園芸」産地整備

支援事業園芸施設リフォーム型 

平成 25 年度 6,564 
生産体制強化事業、農産物直売所整備推進事業、「輝け！ちばの園芸」産地整備

支援事業園芸施設リフォーム型 

平成 26 年度 6,564 
生産体制強化事業、農産物直売所整備推進事業、「輝け！ちばの園芸」産地整備

支援事業園芸施設リフォーム型 

平成 27 年度 6,564 
生産体制強化事業、農産物直売所整備推進事業、「輝け！ちばの園芸」産地整備

支援事業園芸施設リフォーム型 

合計 31,370  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

生産体制強化事業補助件数 6 件 6 件 6 件 6 件 6 件 
農産物直売所整備推進事業補助件数 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
「輝け!ちばの園芸」産地整備支援事業補助件数 2 件 2 件 2 件 2 件 2 件 
担い手件数（認定農家数） 104 件 104 件 104 件 104 件 104 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします  

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします  

事業名 9297 緊急雇用創出事業〔農地基本台帳データ移行事業〕 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

緊急雇用創出事業により、農業委員会が管理しているデータをパンチ入力し、農地基

本台帳システムに移行します。農家の安定した経営を支援し、農家の農地基本台帳に

かかる調査の負担軽減を図ります。 

事業の目的 
農家の安定した経営を支援し、農家の農地基本台帳にかかる調査の負担軽減を図りま

す。また、新たな雇用を創出します。 

事業の効果 

農家世帯員や利用権設定等のデータをシステム移行することで、システムの効率的な

稼働、農家の安定した経営支援、農家の農地基本台帳調査に係る負担軽減等に寄与す

るとともに新規の雇用を創出します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 6,914 システムに各種データを移行(パンチ入力) 

平成 24 年度   

平成 25 年度   

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 6,914  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

情報更新した市内農地の情報管理件数 60,000 件     
雇 用 者 数 3 人     
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします  

施策 1 力強い農業ができる生産体制にします  

事業名 9298 農業振興地域整備計画策定事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 26 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

農業振興地域の整備に関する法律に基づき、平成１５年に計画の変更をした佐倉市農

業振興地域整備計画を見直します。基礎調査を行い、農用地等の面積、土地利用状況、

農業生産に関する現状及び将来計画に沿って策定するものです。また、計画で策定さ

れたデータは、農地情報（農地情報システム）として有効活用します。 

事業の目的 

優良農地の確保のため、農地法による農地転用許可制度と併せ、農業振興地域の整備

に関する法律に基づく農業振興地域制度が設けられています。市町村の整備計画にお

いては、土地改良事業等生産基盤の整備や農業 近代化施設の整備等の計画のほか、

集団的農地や農業生産基盤整備事業 の対象地等の優良農地について農振農用地区域

を定め、当該区域内においては 原則として農地転用を禁止し、農業振興の基盤とな

るべき農用地等の確保を図っています。 

事業の効果 
農業振興地域制度は、計画的な土地利用と農村の整備を図ることにより、優良な農地

の確保と農業の振興を図っております。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 0 検討 

平成 24 年度 1,500 農家アンケート、基礎資料作成、農用地地籍図作成 検討 

平成 25 年度 0 検討 

平成 26 年度 0 検討 

平成 27 年度   

合計 1,500  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 の 変 更 2 件 2 件 2 件 2 件  
農 用 地 面 積 1975ha 1975ha 1975ha 1975ha  
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 地域農畜産物の消費拡大を推進します 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 833 農業振興事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

農業関係機関との連携を密にし、情報収集及び提供に努め、農作物の生産性の向上と

農業全般の振興を図ります。また、市内で生産され、直売所等での販売などで市民が

消費している農産物の放射性物質検査を実施します。  

事業の目的 
農業の振興及び農産物の流通改善、農業振興のために農業関係機関との連携を密に

し、情報収集及び提供に務め、農作物の生産性の向上と農業全般の振興を図ります。 

事業の効果 
農業の振興及び農産物の流通改善、農業振興地域における農作物の品質の向上が図れ

ます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,246 アグリフォーラム開催、研修実習生受入、負担金支出 

平成 24 年度 1,084 アグリフォーラム開催、研修実習生受入、負担金支出 

平成 25 年度 1,014 アグリフォーラム開催、研修実習生受入、負担金支出 

平成 26 年度 1,014 アグリフォーラム開催、研修実習生受入、負担金支出 

平成 27 年度 1,014 アグリフォーラム開催、研修実習生受入、負担金支出 

合計 5,372  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年間フォーラム等開催回数 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 
印旛地域農林業振興普及協議会負担金 194,000 円 194,000 円 194,000 円 194,000 円 194,000 円 
印旛地区落花生協議会負担金 43,000 円 43,000 円 43,000 円 43,000 円 43,000 円 
千 葉 米 改 良 協 会 負 担 金 32,000 円 32,000 円 32,000 円 32,000 円 32,000 円 
印旛地区植物防疫協会負担金 10,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円 
年間農家実習研修生受入人数 20 名 25 名 25 名 25 名 25 名 
空 中 散 布 区 域 面 積 740ha 740ha 740ha 740ha 740ha 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 1 力強い農業ができるまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 地域農畜産物の消費拡大を推進します 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 9732 ６次産業化事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 25 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・「地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出及び地域の農林水産物の利

用促進に関する法律」により農林漁業者が作成する「総合化事業計画」の認定支援 

・農林漁業者が生産した農林水産物を原材料として用いた新商品の開発、生産又は需

要の開拓、ならびに、新たな販売方式の導入又は販売方式の改善に対し、農林漁業者

へ補助金の交付を行います。 

・６次産業化の優良事例を視察し、６次産業化の説明会、相談会を開催します。 

事業の目的 

地域の第１次産業としての農林水産業とこれに関連する第２次・第３次産業に係る事

業を融合させることにより、総合的かつ一体的な産業を進めて、農林漁業者の所得の

増大を図る。 

事業の効果 農林水産物の付加価値の増加、農林漁業者の所得向上 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度   

平成 25 年度 8,387 

・６次産業化の説明会、相談会の開催 

・６次産業化の先進地への視察 

・農林水産物の高付加価値化等（新たな加工、新たな流通・販売）を図るために

必要な機械、施設整備を支援 

平成 26 年度 8,000 
・６次産業化の説明会、相談会の開催 

・農林水産物の高付加価値化等（新たな加工、新たな流通・販売）を図るために

必要な機械、施設整備を支援 

平成 27 年度 8,000 
・農林水産物の高付加価値化等（新たな加工、新たな流通・販売）を図るために

必要な機械、施設整備を支援 

合計 24,387  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

6 次産業化の説明会、相談会   1 回 1 回  
6 次 産 業 化 の 実 施   2 件 2 件 2 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 豊かな農村と森林のあるまちにします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 170 農村集会施設管理運営事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・農村集会施設（農村婦人の家、和田農産加工実習所）内に設置した加工機械や備品

等の貸出を行います。 

・みそづくり事業、たけのこ缶詰づくり事業を実施します。 

事業の目的 
・農村地域と都市部との方々との交流の場として、農村婦人の家（弥富）及び和田ふ

るさと館内農産加工実習所が利用されています。 

事業の効果 

農村集会施設の機械等の定期点検により、利用者の利便性の向上及び安全管理が図ら

れます。 

・都市部の方が地元農産物に目を向けることで、地産地消に繋がります。 

・農村集会施設利用者数が増加します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 494 施設の管理運営、施設の機器類の修繕・点検等の実施 

平成 24 年度 468 施設の管理運営、施設の機器類の修繕・点検等の実施 

平成 25 年度 468 施設の管理運営、施設の機器類の修繕・点検等の実施 

平成 26 年度 468 施設の管理運営、施設の機器類の修繕・点検等の実施 

平成 27 年度 468 施設の管理運営、施設の機器類の修繕・点検等の実施 

合計 2,366  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

農 村 集 会 施 設 稼 動 件 数 

（2施設） 
700 件 700 件 700 件 700 件 700 件 

年間農村集会施設利用者数 

（2 施設） 
3,000 人 3,000 人 3,000 人 3,000 人 3,000 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします  

施策 1 豊かな農村と森林のあるまちにします  

事業名 180 佐倉フラワーフェスタ事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 24 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・ヘリテージローズ会議開催に合わせて、市民協働による花で囲まれた街づくりや家

庭や地域での花の輪の拡大活動を行います。 

・国際会議参加者、観光客を歓迎する各種イベントを実施します。 

事業の目的 

・花や緑を都市の生活空間に取り入れ都市景観を和らげます。 

・市民の日常生活に癒しや情操を向上させ、花や緑を地域で育てることによる地域の

人々のつながりを深めます。 

事業の効果 

・市民が参加する園芸文化が薫る花と緑豊かなまちの創造 

・関連事業開催数 

・公共施設花苗植栽箇所数 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 2,445 即売会の開催、花の植付 

平成 24 年度 563 花種苗・花苗購入、案内看板作製・設置委託料 

平成 25 年度   

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 3,008  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

花 苗 等 植 栽 箇 所 数 3 箇所     
イ ベ ン ト 来 場 者 数 3 件 3 件    
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします  

施策 1 豊かな農村と森林のあるまちにします  

事業名 396 森林保全対策事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 24 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
森林の持つ多面的機能を保つための管理作業(造林・下刈り・枝打ち・間伐)に対し、

補助金の交付を森林整備組合に行います。 

事業の目的 
CO2 の削減に努め、地球温暖化防止に努めます。森林の育成及び活用、自然環境の保

全を図ります。個々の森林の現状に応じた合理的な森林施業を推進します。 

事業の効果 

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく、森林整備等による温室効果ガスの吸収

源対策に努めます。健全で活力ある森林の造成が図れます。森林所有者等が行う立木

の伐採と更新状況を把握し、適正な森林施業を確保します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 462 森林管理作業に対する補助金交付 

平成 24 年度 262 森林管理作業に対する補助金交付 

平成 25 年度   

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 724  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

森 林 管 理 作 業 実 施 面 積 3ha 3ha    
森林の管理作業面積（年間） 3ha     
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 2 項 1 目 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 豊かな農村と森林のあるまちにします 5 款：農林水産費 2 項：林業費 1 目：林業振興費 

事業名 397 市民の森維持管理事業 

担当所属 農政課 事業期間 昭和 56 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
事業区域内の用地の地権者で組織する管理組合に維持管理を委託すると共に事業の

推進を図り、地域の振興に資します。 

事業の目的 

都市化により急速に減少する緑を守り、森林の豊かさを学ぶとともに後世に緑を残す

ことを主旨とし、市民の森林レクリエーション及び緑資源の多目的活用の場を提供す

ることにより市民、子供たちが自然とふれあい、情緒豊かに成長する場としての整備

を目的とします。 

事業の効果 
森林の保全とともに、市民が自然とふれあうことで情緒などが潤う場を提供できま

す。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 5,070 市民の森の清掃・下刈等の維持管理作業を委託します。 

平成 24 年度 5,026 市民の森の清掃・下刈等の維持管理作業を委託します。 

平成 25 年度 4,981 市民の森の清掃・下刈等の維持管理作業を委託します。 

平成 26 年度 4,981 市民の森の清掃・下刈等の維持管理作業を委託します。 

平成 27 年度 4,981 市民の森の清掃・下刈等の維持管理作業を委託します。 

合計 25,039  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

作 業 回 数 23 回 23 回 23 回 23 回 23 回 
森 林 の 作 業 委 託 面 積 170,200 ㎡ 165,300 ㎡ 165,300 ㎡ 165,300 ㎡ 165,300 ㎡ 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 豊かな農村と森林のあるまちにします 5 款：農林水産費 1 項：林業費 3 目：林業振興費 

事業名 570 環境保全型農業推進事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

減農薬や減化学肥料に繋がる農業技術の実施及び農業用廃プラスチックの適正処理

に対し補助金を交付します。持続型農業技術等の導入及び農業用廃プラスチックの適

正処理の推進を実施します。 

事業の目的 
地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い環境への負担を少なくした持続性を

もった営農活動の導入、普及活動を図っていくことが必要です。 

事業の効果 
環境と調和の取れた持続的な農業生産・営農環境の確保及び環境にやさしい農業・有

機農業の健全な発展を図ることができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,488 
環境にやさしい農業推進対策事業、園芸用廃プラスチック処理対策推進事業、環

境保全型農業直接支援対策交付金 

平成 24 年度 568 園芸用廃プラスチック処理対策推進事業、環境保全型農業直接支援対策交付金 

平成 25 年度 1,945 
園芸用廃プラスチック処理対策推進事業、環境保全型農業直接支援対策交付金、

「環境にやさしい農業」推進事業 

平成 26 年度 1,945 
園芸用廃プラスチック処理対策推進事業、環境保全型農業直接支援対策交付金、

「環境にやさしい農業」推進事業 

平成 27 年度 1,945 
園芸用廃プラスチック処理対策推進事業、環境保全型農業直接支援対策交付金、

「環境にやさしい農業」推進事業 

合計 7,891  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

環境にやさしい農業推進対策事業補助金参加延戸数 158 戸 0 戸 158 戸 158 戸 158 戸 
園芸用廃プラスチック処理対策推進事業補助金参加農業者数 1 団体 1 団体 1 団体 1 団体 1 団体 
環境保全型農業直接支援対策補助金参加農業者数 6 人 8 人 8 人 8 人 8 人 
「環境にやさしい農業」推進事業実施件数   1 件   
園芸用廃プラスチック適正処理量 16t 16t 16t 16t 16t 
環境保全型農業直接支援対策面積 5ha 6ha 6ha 6ha 6ha 
「環境にやさしい農業」推進事業導入点数   3 点   
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 5 目 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 豊かな農村と森林のあるまちにします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 5 目：農地費 

事業名 719 農地・水・環境保全対策事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 19 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

地域の共同活動の促進のため農地・水・環境保全向上対策事業負担金による支援を行

い、農村環境の維持・保全を図ります。農業が有する多面的な機能向上を図るため、

事業対象地区への情報提供や負担金等による支援を行います。 

事業の目的 
農業者を含む地域住民が共同による農地・農業用水等の資源の保全管理と農村環境の

保全向上を取り組むことを目的としています。 

事業の効果 
農業者を含む地域住民が共同で、水路の草刈り・泥上げ、農道の砂利補充などが取り

組まれます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 4,470 農地・水保全管理支払負担金（共同活動及び向上活動） 

平成 24 年度 4,393 農地・水保全管理支払負担金（共同活動及び向上活動） 

平成 25 年度 5,719 農地・水保全管理支払負担金（共同活動及び向上活動） 

平成 26 年度 5,719 農地・水保全管理支払負担金（共同活動及び向上活動） 

平成 27 年度 5,719 農地・水保全管理支払負担金（共同活動及び向上活動） 

合計 26,020  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 共 同 活 動 団 体 数 10 団体 10 団体 10 団体 10 団体 10 団体 
年 間 向 上 活 動 団 体 数 2 団体 2 団体 2 団体 2 団体 2 団体 
協 定 面 積 ( 田 ) 278.5ha 278.5ha 278.5ha 278.5ha 278.5ha 
協 定 面 積 ( 畑 ) 2ha 2ha 2ha 2ha 2ha 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 豊かな農村と森林のあるまちにします 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 9388 農村集会施設整備事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 24 年度～平成 25 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
農村集会施設(農村婦人の家、和田農産加工実習所)内に設置した加工機械・備品等の

修繕等を実施します。 

事業の目的 ・貸館事業者としての貸出機械の安全性を確保します。 

事業の効果 
・農村集会施設利用者数 

・加工機械修繕数 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度 1,350 ホームシーマー（和田） 

平成 25 年度 1,418 ホームシーマー（和田） 

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 2,768  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

加工機械購入数(加工機械修繕数)  1 台 1 台   
農村集会施設利用者数（和田・弥富）  3,000 人 3,000 人   
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 都市と農村の交流を促進します 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 179 佐倉草ぶえの丘整備事業 

担当所属 農政課 事業期間 昭和 54 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
・佐倉草ぶえの丘施設の円滑な管理運営、施設の改修、機能の拡充を行い、農業体験

や自然観察など市民の憩いの場を提供します。 

事業の目的 
・農林水産資源の多目的利用を推進し、地域産業の振興を図るとともに、体験及び学

習を通じて市民の健全な心身の育成に資することを目的とします。 

事業の効果 

・利用者の安全確保に努めます。 

・利用者の増加を図るとともに満足度を高めます。 

・都市と農村の交流を図ります。 

・都市住民の交流による農業体験や地域の活性化を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 10,323 駐車場トイレ改修工事、樹木伐採、備品購入など 

平成 24 年度 8,777 地下埋設タンク改修工事、樹木伐採、備品購入など 

平成 25 年度 6,300 
・自動ろ過装置ろ材交換工事 

・樹木伐採、備品購入など 

平成 26 年度 6,662 
・屋上給水配管交換工事 

・樹木伐採、備品購入など 

平成 27 年度 1,980 樹木伐採、備品購入など 

合計 34,042  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

園 内 整 備 項 目 数 3 項目 3 項目 3 項目 3 項目 3 項目 
利用者（子供達）の満足度 6 回 6 回 6 回 6 回 6 回 
利 用 者 数 110,000 人 110,000 人 110,000 人 110,000 人 110,000 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 都市と農村の交流を促進します 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 275 佐倉草ぶえの丘管理運営事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
・佐倉草ぶえの丘施設の円滑な管理運営、施設の改修、機能の拡充を行い、農業体験

や自然観察など市民の憩いの場を提供します。 

事業の目的 

・農林水産資源の多目的利用を推進し、地域産業の振興を図るとともに、体験及び学

習を通じて市民の健全な心身の保持に資することを目的とします。指定管理者に管理

を行わせるものとするとともに、事業の推進を図り、地域農業の振興に資します。 

事業の効果 

・利用者の安全確保に努めます。 

・利用者の増加を図るとともに、満足度を高めます。 

・都市と農村の交流を図ります。 

・都市住民の交流による農業体験や地域の活性化を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 59,141 指定管理者への業務委託、修繕など 

平成 24 年度 59,156 指定管理者への業務委託、修繕など 

平成 25 年度 59,097 指定管理者への業務委託、修繕など 

平成 26 年度 59,097 指定管理者への業務委託、修繕など 

平成 27 年度 59,097 指定管理者への業務委託、修繕など 

合計 295,588  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

開 園 日 359 日 359 日 359 日 359 日 359 日 
日 帰 り 利 用 者 数 100,000 人 100,000 人 100,000 人 100,000 人 100,000 人 
宿 泊 者 数 10,000 人 10,000 人 10,000 人 10,000 人 10,000 人 
総 利 用 者 数 100,000 人 100,000 人 100,000 人 100,000 人 100,000 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 都市と農村の交流を促進します 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 484 市民農園管理運営事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 6年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
栽培環境の維持・管理を各市民農園管理運営組合に委託することにより、施設の利用

環境を確保します。 

事業の目的 
遊休農地の解消と農業者以外の者が、野菜・花等を栽培し自然にふれあうとともに、

農業に対する理解を深めることを目的として市民農園を開設します。 

事業の効果 
遊休農地の解消及び都市部住民への農業理解に資するとともに、市民農園を利用する

ことによる生きがいづくり等に貢献しています。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 2,559 栽培環境の維持・管理を各市民農園管理運営組合に委託します。 

平成 24 年度 2,429 栽培環境の維持・管理を各市民農園管理運営組合に委託します。 

平成 25 年度 2,411 栽培環境の維持・管理を各市民農園管理運営組合に委託します。 

平成 26 年度 2,411 栽培環境の維持・管理を各市民農園管理運営組合に委託します。 

平成 27 年度 2,411 栽培環境の維持・管理を各市民農園管理運営組合に委託します。 

合計 12,221  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

市 民 農 園 管 理 運 営 数 2 箇所 2 箇所 2 箇所 2 箇所 2 箇所 
市 民 農 園 稼 働 率 90％ 90％ 90% 90% 90% 
市 民 農 園 管 理 運 営 数 2 箇所 2 箇所 2 箇所 2 箇所 2 箇所 
市 民 農 園 稼 働 率 90％ 90％ 90% 90% 90% 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします  

施策 2 都市と農村の交流を促進します  

事業名 9299 農業体験農園事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 21 年度～平成 24 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
佐倉市内に農業体験農園の開設を予定している農業者もしくは農業団体に対して、対

象経費の一部を補助します。遊休農地の解消と良好な農地の保全を図ります。 

事業の目的 

・遊休農地を解消することができます。 

・農業生産者自らが農業体験農園を開設・管理することで、多くの市民が家庭菜園を

楽しむことができます。 

事業の効果 農業生産者による農業体験農園開設数が増加します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 270 農業体験農園開設に係る費用への補助 

平成 24 年度 270 農業体験農園開設に係る費用への補助 

平成 25 年度   

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 540  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

農 業 体 験 農 園 開 設 数 1 箇所 1 箇所    
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

5 款 1 項 3 目 

基本施策 2 魅力あふれる農村環境のあるまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 都市と農村の交流を促進します 5 款：農林水産費 1 項：農業費 3 目：農業振興費 

事業名 10333 農林産業活性化事業 

担当所属 農政課 事業期間 平成 25 年度～平成 25 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
・農山漁村活性化プロジェクト支援交付金を活用するため、農山漁村活性化計画を策

定いたします。 

事業の目的 

・人口の減少、高齢化の進展等により農山漁村の活力が低下していることにかんがみ、

農山漁村における定住や二地域間居住（平日は都市部、週末は農村部）、農山漁村と

都市との地域間交流を促進することにより、佐倉ふるさと広場周辺地域の活性化を図

ります。 

事業の効果 
・農山漁村活性化プロジェクト支援交付金を活用します。 

・グリーンツーリズムの推進を図りながら都市と農村の交流を促進いたします。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度   

平成 25 年度 5,000 法定計画の策定 

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 5,000  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

法 定 計 画 の 策 定   1 式   
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 3 商店街が元気なまちにします  

施策 1 魅力ある商業地を形成します  

事業名 284 地域通貨調査研究事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 24 年度～平成 26 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
先進事例について情報収集を行いながら、課題抽出、市民ニーズ把握等を庁内外で行

い、制度導入について検討を行います。 

事業の目的 買い物の簡便化など、市民の利便性の向上を図ります。 

事業の効果 

地域の独自性・多様性を尊重し、信頼に基づいたコミュニティの再構築、商業活動を

通じた経済の地域循環、行政サービスの向上等を通じて、支えあいによる地域づくり

を行います。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度 109 先進地視察、アドバイザー謝礼 

平成 25 年度 0 検討委員会の開催（4回） 

平成 26 年度 0 検討委員会の開催（4回） 

平成 27 年度   

合計 109  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

検 討 委 員 会 実 施 回 数  3 回 4 回 4 回  
制度導入に関する報告書    1 式  
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 3 商店街が元気なまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 魅力ある商業地を形成します 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 285 街路灯等維持管理支援事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

商店街街路灯等の維持管理費への補助として、各商店会等に対し、年間に要する電気

料の一部に対して助成します。また、補助事業の対象となる街路灯について街路灯賠

償責任保険に加入する費用を助成します。 

事業の目的 
商業団体の振興及び地域の防犯や安全確保に寄与するため、商店街の夜間における照

明を確保します。 

事業の効果 

商店街街路灯等の電気料等を補助し、商店街の夜間照明が確保されることで、市民の

利便性や安全性を高めるとともに、商店街の賑わいを創出し、商店会の振興及び地域

の発展に寄与します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 3,300 
・商店街への街路灯等の電気料補助金支出 

・自賠責保険加入助成の制度設計 

平成 24 年度 3,230 
・商店街への街路灯等の電気料補助金支出 

・自賠責保険加入助成の制度設計 

平成 25 年度 3,321 
・商店街への街路灯等の電気料補助金支出 

・自賠責保険加入助成の制度設計 

平成 26 年度 3,321 
・商店街への街路灯等の電気料補助金支出 

・自賠責保険加入助成の制度設計 

平成 27 年度 3,321 
・商店街への街路灯等の電気料補助金支出 

・自賠責保険加入助成の制度設計 

合計 16,493  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

補 助 商 店 会 数 15 商店会 15 商店会 15 商店会 15 商店会 15 商店会 
街 路 灯 電 気 料 金 助 成 額   3,261 千円 3,261 千円 3,261 千円 
賠 償 保 険 加 入 助 成 15 商店会 15 商店会 15 商店会 15 商店会 15 商店会 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 3 商店街が元気なまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 魅力ある商業地を形成します 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 574 市営駐車場維持管理事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 12 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

にぎわいの創出による地域活性化を目的に、車を利用する来街者の利便向上と近隣公

共施設利用者のため、佐倉市駐車場（旧印旛支庁跡地駐車場）を維持管理します。ま

た、維持管理業務として、維持管理業務の委託や駐車場設備の修繕、草刈業務等を行

います。 

事業の目的 
佐倉市駐車場を維持管理し、車を利用する来街者や近隣公共施設利用者の利便向上を

図ることにより、来街者の増加による賑わいの創出と地域活性化の実現を図ります。 

事業の効果 
公共駐車場として、ふさわしい管理のもと違反駐車等を排除し、来街者の利便性向上

を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 477 
維持管理を委託します。 

草刈り業務を委託します。 

設備修繕を実施します。 

平成 24 年度 1,163 
維持管理を委託します。 

草刈り業務を委託します。 

設備修繕を実施します。 

平成 25 年度 477 
維持管理を委託します。 

草刈り業務を委託します。 

設備修繕を実施します。 

平成 26 年度 477 
維持管理を委託します。 

草刈り業務を委託します。 

設備修繕を実施します。 

平成 27 年度 477 
維持管理を委託します。 

草刈り業務を委託します。 

設備修繕を実施します。 

合計 3,071  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 管 理 日 数 365 日 365 日 365 日 365 日 365 日 
草 刈 業 務 委 託 数 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 
市民が佐倉市駐車場を利用した日数 365 日 365 日 365 日 365 日 365 日 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 3 商店街が元気なまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 魅力ある商業地を形成します 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 722 産業振興ビジョン推進事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

佐倉市産業振興推進会議を開催し、市、事業者、産業経済団体、消費者等が一体とな

って産業の振興について必要な議論を行います。産業振興ビジョンの進捗状況を確認

するとともに、新たな施策や事業の追加等、ビジョンの修正を検討します。 

事業の目的 産業振興ビジョンの着実な進行を確保します。 

事業の効果 
産業振興ビジョンを着実に進行することで、市の重点施策である産業振興を推進しま

す。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 208 産業振興推進会議の開催（年 2回） 

平成 24 年度 208 産業振興推進会議の開催（年 2回） 

平成 25 年度 208 産業振興推進会議の開催（年 2回） 

平成 26 年度 208 産業振興推進会議の開催（年 2回） 

平成 27 年度 519 
産業振興推進会議の開催（年 5回） 

・産業振興ビジョンの施策・事業について全面見直しを行うため、会議の開催回

数を増やします。 

合計 1,351  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

産業振興推進会議の年間開催回数 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 
ビジョン事業着手率（172 事業中） 50％ 50％以上 50％以上 50％以上 50％以上 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 3 商店街が元気なまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 魅力ある商業地を形成します 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 7455 街中にぎわい推進事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 20 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
商店街活性イベント、空き店舗活用事業、商店街の法人化支援事業等を商店会等が行

うための経費の一部を補助します。 

事業の目的 商店会活動を支援し、商店街来街者数を増加させます。 

事業の効果 商店会活動を支援することで、魅力ある商業地を形成します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 15,200 商店会等が行う事業に対する助成金を支出します。 

平成 24 年度 15,200 商店会等が行う事業に対する助成金を支出します。 

平成 25 年度 16,450 商店会等が行う事業に対する助成金を支出します。 

平成 26 年度 16,450 商店会等が行う事業に対する助成金を支出します。 

平成 27 年度 16,450 商店会等が行う事業に対する助成金を支出します。 

合計 79,750  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 支 援 事 業 数 17 事業 17 事業 17 事業 17 事業 17 事業 
にぎわいの創出推進事業実施数 11 事業 11 事業 11 事業 11 事業 11 事業 
商店街施設整備事業実施数 2 事業 2 事業 2 事業 2 事業 2 事業 
情報化の推進事業実施数 2 事業 2 事業 2 事業 2 事業 2 事業 
商店街及びコミュニティ（地域社会）活性化事業実施数  2 事業 2 事業 2 事業 2 事業 2 事業 
ユーカリフェスタ入場者数 46,000 人 46,000 人 46,000 人 46,000 人 46,000 人 
臼井ふるさとにぎわい祭入場者数 22,000 人 22,000 人 22,000 人 22,000 人 22,000 人 
市 内 商 店 会 数 17 商店会 17 商店会 17 商店会 17 商店会 17 商店会 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 4 さまざまな企業の活動が盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 企業の連携による地域経済の振興を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 575 商業・工業団体育成事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
市内商工業団体(佐倉商工会議所、佐倉工業団地連絡協議会、佐倉第三工業団地連絡

協議会)の活動、運営に対して補助金を交付します。 

事業の目的 

市内で活動する産業経済団体活動の活性化及び企業間連携を強化し、もって会員企業

の発展及び区域内で働く勤労者の福祉の向上、ひいては地域経済の発展及び市内商工

業の振興を図ります。 

事業の効果 
・産業経済団体の組織力強化を図ります。 

・産業経済団体活動の活性化を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 36,020 
・佐倉商工会議所事業補助金を交付します。 

・工業団地連絡協議会事業補助金を交付します。 

平成 24 年度 34,025 
・佐倉商工会議所事業補助金を交付します。 

・工業団地連絡協議会事業補助金を交付します。 

平成 25 年度 34,070 
・佐倉商工会議所事業補助金を交付します。 

・工業団地連絡協議会事業補助金を交付します。 

平成 26 年度 34,070 
・佐倉商工会議所事業補助金を交付します。 

・工業団地連絡協議会事業補助金を交付します。 

平成 27 年度 34,070 
・佐倉商工会議所事業補助金を交付します。 

・工業団地連絡協議会事業補助金を交付します。 

合計 172,255  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 支 援 団 体 数 3 団体 3 団体 3 団体 3 団体 3 団体 
佐倉商工会議所事業補助金での事業数（年間） 28 事業 28 事業 28 事業 28 事業 28 事業 
佐倉工業団地連絡協議会会員企業数 62 社 61 社 61 社 61 社 61 社 
佐倉第三工業団地連絡協議会会員企業数 39 社 43 社 43 社 43 社 43 社 
佐倉工業団地連絡協議会事業数（年間） 6 事業 6 事業 6 事業 6 事業 6 事業 
佐倉第三工業団地連絡協議会事業数（年間）  10 事業 10 事業 10 事業 10 事業 

 

373



第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 4 さまざまな企業の活動が盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 企業の連携による地域経済の振興を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 7673 市内商工業啓発事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

産業振興を推進するための象徴的イベントとして、また市民に佐倉の産業を紹介する

貴重な機会として、産業まつり(市内企業による工業製品や物産の展示、市内商業・

サービス業による即売会、その他各種イベント)を行います。 

事業の目的 
市内産業に関する啓発事業等を通じて、生産者・商工業者と消費者との交流や、市民

への市内産業に対する意識の啓発を図ります。 

事業の効果 
多くの市民が来場することで市内産業に対する関心を高めます。より多くの生産者・

事業者が参加することで消費者や事業者同士の交流を推進します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 4,700 産業まつりの開催(会場設営、広告宣伝など) 

平成 24 年度 4,700 産業まつりの開催(会場設営、広告宣伝など) 

平成 25 年度 4,700 産業まつりの開催(会場設営、広告宣伝など) 

平成 26 年度 4,700 産業まつりの開催(会場設営、広告宣伝など) 

平成 27 年度 0 産業まつりの開催(会場設営、広告宣伝など) 

合計 18,800  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

産業まつり開催日数（年間） 2 日 2 日 2 日 2 日 2 日 
市 内 工 業 等 出 展 者 数 22 件  40 件 40 件 40 件 
商業・サービス業など出店者数 67 件 67 件 50 件 50 件 50 件 
産 業 ま つ り 参 加 者 数 15,000 人 15,000 人 15,000 人 15,000 人 15,000 人 
工業等展示に対する満足度  90％以上 90％以上 90％以上 90％以上 
商業・サービス業等出店に対する満足度  90％以上 90％以上 90％以上 90％以上 
工 業 等 出 展 者 の 満 足 度  80％以上 80％以上 80％以上 80％以上 
商業・サービス業等出店者の満足度  70％以上 70％以上 70％以上 70％以上 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 4 さまざまな企業の活動が盛んなまちにします  

施策 1 企業の連携による地域経済の振興を図ります  

事業名 9389 工業団地案内看板環境整備事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 24 年度～平成 26 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 幹線道路を通過する車両に工業団地の存在をアピールする看板を設置します。 

事業の目的 
工業団地の立地企業に対する案内機能を高めることで、工業団地の環境整備、魅力の

発信を行い、市内工業団地への需要を喚起します。 

事業の効果 工業団地内企業への誘導機能を高め、企業の利便性を高めます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度 0 第三工業団地連絡協議会との協議調整、設置場所の検討 

平成 25 年度 0 地権者交渉、設置位置の決定、規格・デザインの決定 

平成 26 年度 2,000 第三工業団地案内看板設置 

平成 27 年度   

合計 2,000  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

看板設置に関する協議調整  設置場所検討 規格決定 看板設置  
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 4 さまざまな企業の活動が盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 中小企業の経営安定を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 183 伝統産業保存育成事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

伝統工芸品を製造する者が実施する保存育成事業(①見学者の受入れ②伝統工芸を活

用した土産品の創作③市内外事業への参加又は出品による普及④体験教室の開催⑤

後継者の育成)に要する経費を補助します。 

事業の目的 
市内の伝統的工芸品産業を保護、育成することで、市内の伝統的工芸品産業の振興に

資することを目的とします。 

事業の効果 市内の伝統的工芸品産業を保護、育成します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 300 ①和弓用矢製作者への支援②下総組紐製作者への支援 

平成 24 年度 300 ①和弓用矢製作者への支援②下総組紐製作者への支援 

平成 25 年度 300 ①和弓用矢製作者への支援②下総組紐製作者への支援 

平成 26 年度 300 ①和弓用矢製作者への支援②下総組紐製作者への支援 

平成 27 年度 300 ①和弓用矢製作者への支援②下総組紐製作者への支援 

合計 1,500  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

交 付 件 数 2 件 2 件 2 件 2 件 2 件 
保存された伝統工芸・技術の数 2 件 2 件 2 件 2 件 2 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 4 さまざまな企業の活動が盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 中小企業の経営安定を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 573 中小企業代位弁済損失補償事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

 佐倉市中小企業資金融資制度は、佐倉市が一定額を預託し、それを原資として千葉

県信用保証協会の保証に基づき金融機関が融資を行う制度ですが、借入先企業が債務

の返済を滞らせた場合は、信用保証協会と金融機関の約定に基づき、信用保証協会に

よる代位弁済が実行されることとなり、市も応分の損失補てんを行う信用保証制度に

より行われている制度です。 

事業の目的 

中小企業信用保険法及び千葉県信用保証協会の信用保証に基づき、金融機関を通じて

中小企業に融資する事業資金の融通を円滑にし、市内中小企業の振興を図ることを目

的とします。 

事業の効果 市内中小企業の振興 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 5,000 代位弁済が実行される際の損失補てん 

平成 24 年度 5,000 代位弁済が実行される際の損失補てん 

平成 25 年度 5,000 代位弁済が実行される際の損失補てん 

平成 26 年度 5,000 代位弁済が実行される際の損失補てん 

平成 27 年度 5,000 代位弁済が実行される際の損失補てん 

合計 25,000  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

代 位 弁 済 件 数 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 
代位弁済に伴う損失補てん率 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 4 さまざまな企業の活動が盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 中小企業の経営安定を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 843 中小企業支援事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

佐倉市中小企業資金融資制度は、佐倉市が一定額を預託し、それを原資として千葉県

信用保証協会の保証に基づき金融機関が融資を行う制度です。市内の中小企業の経営

の安定を図るため、低利融資の実施と利子補給を行い、市内中小企業の育成振興を図

ります。また、企業協同組合や商店街振興組合及び構成員が有利に資金調達を行える

よう、商工組合中央金庫に預託することにより、中小企業の資金調達力を強化します。 

事業の目的 
市内の中小企業者が経営上必要とする資金の調達を円滑にし、商工業の育成を図るこ

とを目的とします。 

事業の効果 

中小企業の資金調達力を強化するため、低金利融資制度を実施するほか、組織の確立

した商店会等資金の借入れをする場合有利になるように、商工組合中央金庫に預託す

ることにより、中小企業に対する金融の円滑化が図られます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 20,737 低利融資と利子補給の実施 

平成 24 年度 19,035 低利融資と利子補給の実施 

平成 25 年度 18,520 低利融資と利子補給の実施 

平成 26 年度 18,520 低利融資と利子補給の実施 

平成 27 年度 18,520 低利融資と利子補給の実施 

合計 95,332  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 融 資 件 数 29 件 29 件 60 件 60 件 60 件 
新規融資件数（運転資金） 20 件 20 件 31 件 31 件 31 件 
新規融資件数（設備資金） 4 件 4 件 6 件 6 件 6 件 
新規融資件数（小規模事業資金） 10 件 10 件 13 件 13 件 13 件 
新規融資件数（新規融資制度の利用件数）   10 件 10 件 10 件 
新 規 融 資 の 融 資 金 額 219,900 千円 219,900 千円 517,696 千円 517,696 千円 517,696 千円 

制 度 利 用 企 業 件 数 196 件 196 件 254 件 254 件 254 件 
利 子 補 給 金 額 13,000 千円 13,000 千円 13,500 千円 13,500 千円 13,500千円 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 4 さまざまな企業の活動が盛んなまちにします  

施策 2 中小企業の経営安定を図ります  

事業名 9390 技術の伝承・技能の向上への支援事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 24 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・技能グランプリ（偶数年度開催）、技能五輪（毎年開催）等の全国大会に出場する

選手の旅費を助成します。 

・市内事業者の技術・技能の伝承への取組事例などを、広報、ホームページ等で広く

紹介します。 

事業の目的 市内事業者の技術継承、後継者育成の一助とします。 

事業の効果 
・市内事業者の技能向上のための研鑽を奨励します。 

・市内事業者の技術・技能への市民の理解を深めます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度 0 制度設計 

平成 25 年度 0 制度設計 

平成 26 年度 0 制度設計 

平成 27 年度 0 制度設計 

合計 0  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

制 度 設 計  要綱制定    
技能グランプリ・技能五輪全国大会出場者数（年間）     1 人 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 4 さまざまな企業の活動が盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 中小企業の経営安定を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 9391 中小企業資金融資基金事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 24 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

 佐倉市中小企業資金融資制度は、佐倉市が一定額を預託し、それを原資として千葉

県信用保証協会の保証に基づき金融機関が融資を行う制度です。 

 創業系の新規融資制度の創設、融資要件の改正等を行い、市内中小企業の経営の安

定を図るため、市内の中小企業のニーズに対応した低利融資の実施と利子補給を行

い、さらなる市内中小企業の育成振興を図ります。 

事業の目的 中小企業の創業時、新規事業開拓時等の資金調達を強化することを目的とします。 

事業の効果 新たに創設・拡大した制度を活用する中小企業を増加させます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度 0 制度設計、要件の改正 

平成 25 年度 10,000 

・基金の増資。 

・新規融資制度の創設（創業支援等に対応する融資制度の創設。経営改善のため

の事業転換に対応する融資制度の創設、中小企業金融円滑化法の最終延長を踏ま

えた中小企業の経営改善・事業再生の促進等を図るための融資制度の創設を実

施。） 

・融資要件の改正（本社要件の撤廃） 

平成 26 年度   

平成 27 年度 0 
・基金の増資を検討 

 起業支援補助制度の終了による、創業支援に対応する融資制度への移行に伴い

融資件数の増加が見込まれることによる増資。 

合計 10,000  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

創設・拡大した制度およびメニュー数   5 件 5 件 5 件 
創設・拡大された制度の利用企業件数   10 件 10 件 10 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 5 企業誘致を推進し、既存企業の新たな展開を促進します 【会計】一般会計 

施策 1 企業誘致を推進し、既存企業の新たな展開を促進します 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 723 企業誘致事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市内の企業誘致指定区域に進出、または増設しようとする企業に対して、各種助成措

置（固定資産税・都市計画税、緑化推進、市内雇用促進等）を講じることによって企

業の立地促進を図ります。また、企業誘致に関するその他の支援についても併せて検

討し、制度の充実を図ります。 

事業の目的 優良企業の立地を促進し、市内産業の振興を図ります。 

事業の効果 市内に進出する事業所を増加させます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 139,569 企業立地促進助成金、緑化推進奨励金を交付します。 

平成 24 年度 138,003 
企業立地促進助成金、緑化推進奨励金、賃貸型立地促進助成金、地元雇用促進奨

励金を交付します。 

平成 25 年度 243,438 
企業立地促進助成金、緑化推進奨励金、賃貸型立地促進助成金、地元雇用促進奨

励金を交付します。 

平成 26 年度 144,756 
企業立地促進助成金、緑化推進奨励金、賃貸型立地促進助成金、地元雇用促進奨

励金を交付します。 

平成 27 年度 123,351 
企業立地促進助成金、緑化推進奨励金、賃貸型立地促進助成金、地元雇用促進奨

励金を交付します。 

合計 789,117  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

企業立地促進助成金交付件数 4 社 4 社 4 社 2 社 1 社 
賃貸型立地促進助成金交付件数 0 社 1 社 1 社 1 社 0 社 
地元雇用促進奨励金交付件数 0 社 1 社 1 社 1 社 0 社 
市 内 進 出 企 業 数 9 社 11 社 11 社 11 社 11 社 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 5 企業誘致を推進し、既存企業の新たな展開を促進します  

施策 1 企業誘致を推進し、既存企業の新たな展開を促進します  

事業名 9300 優良事業拡大支援事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 25 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 市内既存企業に対して、事業拡大に対する助成措置を講じます。 

事業の目的 事業所数の維持、地域産業の活力維持を図ります。 

事業の効果 市内の既存企業の市内への再投資、既存企業の市外流出の阻止を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 0 支援制度の検討 

平成 24 年度 0 対象企業指定手続き 

平成 25 年度 0 事業拡大促進助成金の事業制度設計 

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 0  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 支 援 事 業 数 0 社 0 社 0 社   
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 2 目 

基本施策 5 企業誘致を推進し、既存企業の新たな展開を促進します 【会計】一般会計 

施策 2 起業を促進します 6 款：商工費 1 項：商工費 2 目：商工振興費 

事業名 7683 起業支援事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

①市内で新たに起業する者に対し、以下の事業経費の一部を佐倉市起業支援事業補助

金として交付します。 

・事業所等開設事業：事業所等の開設に係る経費 

・事業所等賃貸事業：事業所等の月額の賃借料 

②起業に関する入門講座を開設します。 

事業の目的 
市内における起業の機運を高めることで、新企業の創設を促進し、もって本市の産業

振興を図ります。 

事業の効果 市内における起業件数を増加させます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 600 
・佐倉市起業支援事業補助金を創設します。 

・事業所等開設事業を交付します。 

平成 24 年度 600 
・起業相談を実施します。 

・事業所等開設事業を交付します。 

平成 25 年度 750 
（１）事業所等開設事業補助金を交付します。 

（２）事業所等賃貸事業補助金を交付します。 

（３）起業入門講座を開設します。 

平成 26 年度 750 
（１）事業所等開設事業補助金を交付します。 

（２）事業所等賃貸事業補助金を交付します。 

（３）起業入門講座を開設します。 

平成 27 年度 250 ・起業入門講座を開設します。 

合計 2,950  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 支 援 件 数 2 件 2 件 6 件 6 件  
啓 発 チ ラ シ 印 刷 数 100 部 100 部 150 部 150 部  
起 業 入 門 講 座 開 催 回 数   5 回 5 回 5 回 
本 事 業 に よ り 市 内 で 起 業 し た 事 業 者 数 2 件 2 件 6 件 6 件  
起 業 入 門 講 座 参 加 人 数   10 人 10 人 10 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 4 目 

基本施策 6 雇用が安定したまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 就業の促進、雇用の安定を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 4 目：職業費 

事業名 68 中小企業退職金共済掛金補助事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 5年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 退職金共済契約を締結した中小企業者の負担する共済掛金の一部を補助します。 

事業の目的 中小企業の振興に寄与します。 

事業の効果 
退職金制度への加入を促進することで中小企業における従業員の福祉向上及び雇用

安定化を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,806 中小企業退職金共済の新規加入者分掛金の一部補助を実施します 

平成 24 年度 1,806 中小企業退職金共済の新規加入者分掛金の一部補助を実施します 

平成 25 年度 1,291 中小企業退職金共済の新規加入者分掛金の一部補助を実施します 

平成 26 年度 1,291 中小企業退職金共済の新規加入者分掛金の一部補助を実施します 

平成 27 年度 1,291 中小企業退職金共済の新規加入者分掛金の一部補助を実施します 

合計 7,485  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

補 助 金 交 付 企 業 数 39 社 39 社 39 社 39 社 39 社 
新 規 加 入 数 117 人 117 人 117 人 117 人 117 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 4 目 

基本施策 6 雇用が安定したまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 就業の促進、雇用の安定を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 4 目：職業費 

事業名 288 地域職業相談室運営事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
佐倉市地域職業相談室(ミレニアムセンター佐倉内)で、就職に関する相談、情報提供、

職業紹介等の業務を行います。 

事業の目的 雇用の安定、促進を図ります。 

事業の効果 職業紹介や就職に関する相談に応じることにより、就業を支援します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 722 地域職業相談室での求職者への情報提供、職業紹介の実施 

平成 24 年度 722 地域職業相談室での求職者への情報提供、職業紹介の実施 

平成 25 年度 500 地域職業相談室での求職者への情報提供、職業紹介の実施 

平成 26 年度 500 地域職業相談室での求職者への情報提供、職業紹介の実施 

平成 27 年度 500 地域職業相談室での求職者への情報提供、職業紹介の実施 

合計 2,944  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 開 所 日 数 242 日 242 日 242 日 242 日 242 日 
利 用 者 数 21,223 人 21,223 人 21,223 人 21,223 人 21,223 人 
紹 介 率 38％ 38％ 38％ 38％ 38％ 
新 規 求 職 者 の 就 職 率 47％ 47％ 47％ 47％ 47％ 
就 職 件 数 794 件 794 件 794 件 794 件 794 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 4 目 

基本施策 6 雇用が安定したまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 就業の促進、雇用の安定を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 4 目：職業費 

事業名 399 特定求職者雇用促進事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 21 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
市内在住の特定求職者(障害者、介護業務未経験者)を新規に雇用する事業者に対して

その雇用に係る費用の一部を補助します。 

事業の目的 雇用機会の拡大を図ります。 

事業の効果 
・企業における障害者の雇用者数を増加させます。 

・企業における介護業務従事者を増加させます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,500 障害者雇用促進奨励金及び介護未経験者研修支援助成金の交付、周知 

平成 24 年度 1,500 障害者雇用促進奨励金及び介護未経験者研修支援助成金の交付、周知 

平成 25 年度 1,000 障害者雇用促進奨励金及び介護未経験者研修支援助成金の交付、周知 

平成 26 年度 1,000 障害者雇用促進奨励金及び介護未経験者研修支援助成金の交付、周知 

平成 27 年度 1,000 障害者雇用促進奨励金及び介護未経験者研修支援助成金の交付、周知 

合計 6,000  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

障害者雇用促進奨励金の助成件数 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
介護未経験者の雇用に係る研修支援助成金の助成件数 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
障 害 者 雇 用 創 出 数 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人 
介 護 従 事 者 雇 用 創 出 数 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 4 目 

基本施策 6 雇用が安定したまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 就業の促進、雇用の安定を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 4 目：職業費 

事業名 491 職業能力向上支援事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
職業訓練校が実施する職業能力の開発及び向上推進に必要な事業に対して支援を行

います。 

事業の目的 木造建築分野などの中小企業の発展及び雇用の安定化を図ります。 

事業の効果 職業人として有為な木造建築の技能を有する労働者を養成します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 717 職業訓練校の運営支援 

平成 24 年度 691 職業訓練校の運営支援 

平成 25 年度 717 職業訓練校の運営支援 

平成 26 年度 717 職業訓練校の運営支援 

平成 27 年度 717 職業訓練校の運営支援 

合計 3,559  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

訓 練 校 支 援 件 数 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
訓 練 校 卒 業 者 数 6 人 6 人 6 人 6 人 6 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 4 目 

基本施策 6 雇用が安定したまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 就業の促進、雇用の安定を図ります 6 款：商工費 1 項：商工費 4 目：職業費 

事業名 726 就業促進支援事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

昨今の厳しい雇用情勢を踏まえ、国・県の雇用関係機関と連携し、就業・能力向上に

関するセミナーや雇用施策情報の提供を行うとともに、求職者向けセミナーを開催し

ます。セミナーの開催においては、子育て中の求職者の参加を促進するため、託児環

境を整備します。 

事業の目的 市内の求職者の就業を支援します。 

事業の効果 
就業希望者に対し、就職活動についての情報提供や、職業意識の向上等の機会を提供

します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 130 他の就職関連機関と連携してのセミナー開催、就業情報等の広報、託児設置など 

平成 24 年度 82 他の就職関連機関と連携してのセミナー開催、就業情報等の広報、託児設置など 

平成 25 年度 105 他の就職関連機関と連携してのセミナー開催、就業情報等の広報、託児設置など 

平成 26 年度 105 他の就職関連機関と連携してのセミナー開催、就業情報等の広報、託児設置など 

平成 27 年度 105 他の就職関連機関と連携してのセミナー開催、就業情報等の広報、託児設置など 

合計 527  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

就業セミナーの実施回数 3 回 3 回 3 回 3 回 3 回 
セ ミ ナ ー 参 加 者 数 51 人 51 人 51 人 51 人 51 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 3 目 

基本施策 7 住んでよし、訪れてよしのまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 観光拠点などを充実させます 6 款：商工費 1 項：商工費 3 目：観光費 

事業名 576 観光施設維持管理事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 20 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

観光施設の維持管理を行います。 

① 倉新町おはやし館管理運営業務：指定管理者に委託（平成 22～25 年度） 

② 野台観光振興施設（佐倉サンセットヒルズ等）管理運営業務：指定管理者に委託

（平成 20～23 年度） 

③ 倉ふるさと広場管理棟管理業務：佐倉市観光協会に委託（単年度） 

事業の目的 
・観光振興施設を適切に維持管理することにより、観光客の満足度を高めるとともに、

観光振興を図ります。 

事業の効果 
・施設利用者が、施設の目的に沿った満足度合いを高められます。 

・施設利用者が、安心、安全に施設を利用できます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 11,448 
ふるさと広場管理棟、新町おはやし館、飯野台観光振興施設、その他観光振興施

設等の管理運営業務を行います。 

平成 24 年度 13,509 
ふるさと広場管理棟、新町おはやし館、飯野台観光振興施設、その他観光振興施

設等の管理運営業務を行います。 

平成 25 年度 13,381 
ふるさと広場管理棟、新町おはやし館、飯野台観光振興施設、その他観光振興施

設等の管理運営業務を行います。 

平成 26 年度 13,381 
ふるさと広場管理棟、新町おはやし館、飯野台観光振興施設、その他観光振興施

設等の管理運営業務を行います。 

平成 27 年度 13,381 
ふるさと広場管理棟、新町おはやし館、飯野台観光振興施設、その他観光振興施

設等の管理運営業務を行います。 

合計 65,100  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

佐倉新町おはやし館開館日数 307 日 306 日 306 日 306 日 307 日 
飯野台観光施設（佐倉サンセットヒルズ）管理日数（年間） 360 日 359 日 359 日 359 日 360 日 
佐倉新町おはやし館利用者数（年間） 12,000 人 12,000 人 12,000 人 12,000 人 12,000 人 
飯野台観光施設（佐倉サンセットヒルズ）利用者数 26,000 人 26,000 人 26,000 人 26,000 人 26,000 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 3 目 

基本施策 7 住んでよし、訪れてよしのまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 観光拠点などを充実させます 6 款：商工費 1 項：商工費 3 目：観光費 

事業名 7842 観光資源創出事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・観光地としての魅力を高めることを目的として、佐倉市の観光資源を発掘し、活用・

創造します。 

・取り組み施策として、武家屋敷通りなどの観光拠点の整備や自然体験型観光の開発

等を進めます。 

事業の目的 ・観光地としての魅力を高めます。 

事業の効果 

・観光資源の再評価、及び新たな観光資源の創造を行うことにより、来訪者数の増加

を図るとともに、市民の郷土愛の向上に寄与します。 

・交流人口の増加、市内観光産業の活性化につなげます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,500 
・武家屋敷通り修景を実施します。 

・時代まつりを再構成します。 

平成 24 年度 935 
・グレ漁見学事業の実施 

・サイクリングマップ製作 

・武家屋敷通りを修景します。 

平成 25 年度 8,437 
・印旛沼を活かした新たな交通網と水辺での魅力づくりをします。 

・電動アシスト付レンタル自転車を導入し、町並みの雰囲気作りに役立てます。 

平成 26 年度 0 ・武家屋敷通りの修景等を検討します。 

平成 27 年度 0 ・武家屋敷通りの修景等を検討します。 

合計 10,872  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

創 出 事 業 数 2 事業 3 事業 2 事業 1 事業 1 事業 
参 加 者 の 満 足 度  60％   100％ 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 7 住んでよし、訪れてよしのまちにします  

施策 1 観光拠点などを充実させます  

事業名 9392 緊急雇用創出事業〔野鳥の森等整備事業〕 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

野鳥の森の観光地としての魅力を高めるため、印旛沼湖畔に残る野鳥の森における散

策路を観光スポットの一つとなるように整備します。また、古竹等を一部活用し、武

家屋敷通り及び城下町通りへ竹垣等を設置することにより、歴史的な町並みとしての

一体性を確保します。 

事業の目的 
飯野台観光振興施設の眺望の確保、野鳥の森の再生、武家屋敷通りの生垣の復元を行

うことで観光地としての魅力づくりにつながります。 

事業の効果 観光地として魅力がアップすることで、交流人口の増加につながります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 8,585 野鳥の森整備委託料 

平成 24 年度   

平成 25 年度   

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 8,585  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

新 規 雇 用 の 失 業 者 数 4 名     
来 場 者 数 47,000 名     
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 3 目 

基本施策 7 住んでよし、訪れてよしのまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 観光拠点などを充実させます 6 款：商工費 1 項：商工費 3 目：観光費 

事業名 9393 観光施設整備事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 観光施設に対して来館者のニーズに対応した整備を実施します。 

事業の目的 
来館者のニーズに対応した整備を行い、施設の魅力を向上させることで来館者の満足

度を高めます。 

事業の効果 
来館者の満足度を高め、1000 人が 1回来館する施設ではなく、1人が 1000 回来館す

る施設とします。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 8,400 山車人形屋外展示用ケース整備 

平成 24 年度 0 佐蘭花ニーズ調査、お休み処開設検討、案内板設置計画 

平成 25 年度 20,554 

①印旛沼周辺魅力づくり事業 

a.飯野台観光振興施設船着場整備 

b.サンセットヒルズシャワー、トイレ改修 

c.ふるさと広場トイレ改修 

d.観光案内板改修 

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 28,954  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

整 備 事 業 数 1 事業 1 事業 1 事業 1 事業 1 事業 
主 要 観 光 施 設 の 来 館 者 数 300,000 名 400,000 名 500,000 名 600,000 名 700,000 名 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 3 目 

基本施策 7 住んでよし、訪れてよしのまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 観光行事を充実させます 6 款：商工費 1 項：商工費 3 目：観光費 

事業名 724 観光イベント事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

地域の観光資源を活用したさまざまな主体による観光イベントを実施します。 

①佐倉チューリップフェスタ（於：佐倉ふるさと広場） 

②時代まつり（於：新町地区） 

③フラワーフェスタ（於：佐倉草ぶえの丘他） 

・ＪＲ佐倉駅、ユーカリが丘駅等の駅前周辺にミニガーデンを設置し、市民を含む観

光客に「花と緑のまち佐倉」をアピールします。 

事業の目的 
・観光振興を図るためのイベントを通して、活力ある地域づくりや魅力ある観光地づ

くりを推進します。 

事業の効果 ・地域振興ならびに観光客の誘致を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 54,022 チューリップまつり、時代まつり、フラワーフェスタ開催など 

平成 24 年度 55,325 チューリップまつり、時代まつり、花火大会、フラワーフェスタ開催など 

平成 25 年度 60,987 
城址のさくら、チューリップフェスタ、花火大会、時代まつりの開催のほか、秋

まつりやチューリップの植栽に関わる補助をします。 

平成 26 年度 54,268 
城址のさくら、チューリップフェスタ、花火大会、時代まつりの開催のほか、秋

まつりやチューリップの植栽に関わる補助をします。 

平成 27 年度 53,268 
城址のさくら、チューリップフェスタ、花火大会、時代まつりの開催のほか、秋

まつりやチューリップの植栽に関わる補助をします。 

合計 277,870  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

既 存 イ ベ ン ト の 見 直 し 1 事業 2 事業 3 事業 4 事業 4 事業 
佐倉チューリップフェスタ来場者満足度   50％ 60％ 70％ 
佐倉時代まつり来場者満足度   50％ 60％ 70％ 
佐倉城址のさくら来場者満足度   50％ 60％ 70％ 
佐倉市民花火大会来場者満足度   50％ 60％ 70％ 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 3 目 

基本施策 7 住んでよし、訪れてよしのまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 人材や団体の育成を支援します 6 款：商工費 1 項：商工費 3 目：観光費 

事業名 287 観光協会等支援事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
観光振興(観光案内サービスの向上、観光 PR活動の推進等)を実施している関連団体

について組織運営や実施イベント等への補助を行います。 

事業の目的 観光施策を効果的に推進します。 

事業の効果 市と連携を図りながら観光案内サービス提供や観光 PR活動推進を行います。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 9,412 
・観光協会に補助金を支出することで、印旛沼周辺美化事業、観光プロモーショ

ン事業、観光宣伝事業、観光案内事業を支援します。 

平成 24 年度 9,412 
・観光協会に補助金を支出することで、印旛沼周辺美化事業、観光プロモーショ

ン事業、観光宣伝事業、観光案内事業を支援します。 

・観光行政に資する団体への支援を検討します。 

平成 25 年度 9,136 
・観光協会に補助金を支出することで、印旛沼周辺美化事業、観光プロモーショ

ン事業、観光宣伝事業、観光案内事業を支援します。 

・城下町地区に移住希望のアーティストを支援します。 

平成 26 年度 9,136 
・観光協会に補助金を支出することで、印旛沼周辺美化事業、観光プロモーショ

ン事業、観光宣伝事業、観光案内事業を支援します。 

・城下町地区に移住希望のアーティストを支援します。 

平成 27 年度 9,136 
・観光協会に補助金を支出することで、印旛沼周辺美化事業、観光プロモーショ

ン事業、観光宣伝事業、観光案内事業を支援します。 

・城下町地区に移住希望のアーティストを支援します。 

合計 46,232  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

支 援 団 体 数 1 団体 1 団体 2 団体 2 団体 2 団体 
観光協会（京成佐倉駅前）における案内件数 12,506 件 13,000 件 13,500 件 14,000 件 14,500 件 
観 光 協 会 会 員 数 233 人 243 人 253 人 263 人 273 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 3 目 

基本施策 7 住んでよし、訪れてよしのまちにします 【会計】一般会計 

施策 4 市のＰＲ及び観光情報の収集・提供を行います 6 款：商工費 1 項：商工費 3 目：観光費 

事業名 725 観光広報事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
JR 佐倉駅前観光情報センターにて観光案内業務を行います。業務は佐倉市観光協会に

委託しています。 

事業の目的 観光客や来訪者に観光情報の他、施設案内や飲食店の情報を提供します。 

事業の効果 
観光情報センターを適切に管理し、観光客や来訪者に佐倉の歴史、文化、街散策、お

土産等の観光情報を提供します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 2,839 JR 佐倉駅前観光情報センターの運営業務を委託します。 

平成 24 年度 2,839 JR 佐倉駅前観光情報センターの運営業務を委託します。 

平成 25 年度 2,839 JR 佐倉駅前観光情報センターの運営業務を委託します。 

平成 26 年度 2,839 
JR 佐倉駅前観光情報センターの運営業務及び旧平井家における観光案内ボラン

ティアの受付業務を委託します。 

平成 27 年度 2,839 
JR 佐倉駅前観光情報センターの運営業務及び旧平井家における観光案内ボラン

ティアの受付業務を委託します。 

合計 14,195  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

ＪＲ佐倉駅前観光情報センターの運営日数 360 日 360 日 360 日 360 日 360 日 
ｆＪＲ佐倉駅前観光情報センター利用者数 15,000 人 15,000 人 15,000 人 15,000 人 15,000 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

6 款 1 項 3 目 

基本施策 7 住んでよし、訪れてよしのまちにします 【会計】一般会計 

施策 4 市のＰＲ及び観光情報の収集・提供を行います 6 款：商工費 1 項：商工費 3 目：観光費 

事業名 7839 観光情報発信事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

インターネットの利点を活かし、最新の観光情報を随時収集・発信を行います。各種

観光団体と連携を図り、観光資源のデータについて追加、修正、更新を実施します。

また、パンフレット等の紙媒体の作成について、普段から観光に身近に携わり、来訪

者のニーズを把握しているまちづくり団体等の意見を取り入れていきます。 

事業の目的 様々なツールを利用しながら、情報発信し、交流人口の増加を図ります。 

事業の効果 交流人口の増加により、市内産業の活性化が図られます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 2,680 観光パンフレット等の作成 

平成 24 年度 1,500 情報誌掲載、パンフレット等製作、城級グルメ宣伝費 

平成 25 年度 1,500 
①観光情報誌に広告記事を掲載することにより、観光客の誘致を図ります。 

②パンフレット等を製作します。 

③佐倉市の観光ＰＲポスターを製作します。 

平成 26 年度 1,500 
①観光情報誌に広告記事を掲載することにより、観光客の誘致を図ります。 

②パンフレット等を製作します。 

③佐倉市の観光ＰＲポスターを製作します。 

平成 27 年度 1,500 
①観光情報誌に広告記事を掲載することにより、観光客の誘致を図ります。 

②パンフレット等を製作します。 

③佐倉市の観光ＰＲポスターを製作します。 

合計 8,680  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

雑 誌 広 告 掲 載 金 額  600,000 円 600,000 円 600,000 円 600,000 円 
観 光 客 数 の 増 加 割 合 0％ 10％ 15％ 20％ 25％ 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 7 住んでよし、訪れてよしのまちにします  

施策 4 市のＰＲ及び観光情報の収集・提供を行います  

事業名 9301 シティセールス事業 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

各種マスコミへの積極的な売り込みやロケの受入れにより、佐倉のイメージアップと

ブランド力の増強を図ります。また、生きた情報発信をしていくことの出来る団体の

設立や城下町検定を実施し、来訪者へのおもてなしの心を醸造します。 

事業の目的 

フィルムコミッションや生の情報を発信できる団体を通じて、シティセールス、シテ

ィプロモーション活動することで、佐倉市に訪れる交流人口を増やす。また、訪れた

人へ好印象、高い満足度を与えます。 

事業の効果 増加した交流人口により、市内産業の活性化が望めます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 160 制作会社への情報提供、ロケの受け入れ態勢の整備 

平成 24 年度 160 ロケ受入、城下町うぬぼれ隊発足、城下町検定 

平成 25 年度 0 制作会社への情報提供、ロケの受け入れ態勢の整備 

平成 26 年度 0 制作会社への情報提供、ロケの受け入れ態勢の整備 

平成 27 年度 0 制作会社への情報提供、ロケの受け入れ態勢の整備 

合計 320  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年間ロケ誘致活動件数（フィルムコミッション事業） 69 件 60 件 90 件 100 件 110 件 
撮 影 開 催 件 数 （ 年 間 ） 8 件 15 件 20 件 25 件 30 件 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 7 住んでよし、訪れてよしのまちにします  

施策 4 市のＰＲ及び観光情報の収集・提供を行います  

事業名  緊急雇用創出事業〔佐倉観光ガイドブック作成事業〕 

担当所属 産業振興課 事業期間 平成 24 年度～平成 24 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
千葉県の緊急雇用創出事業を活用し、コンセプトやデザイン重視の佐倉市の観光ガイ

ドブックを作成します。 

事業の目的 
城下町の情報だけでなくアートや和の雰囲気を感じられる観光情報を発信すること

で、観光地としての魅力を高めます。 

事業の効果 
女性目線のガイドブックを作ることで、若い層の人々にも城下町を身近に感じてもら

い、佐倉の新たな魅力を感じてもらうことができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度 5,008 
千葉県の緊急雇用創出事業を活用し、コンセプトやデザイン重視の佐倉市の観光

ガイドブックを作成します。 

平成 25 年度   

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 5,008  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

新 規 雇 用 の 失 業 者 数  3 人    
ガ イ ド ブ ッ ク 作 成 部 数  20,000 部    
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 歴史・文化を普及します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 213 文化財普及啓発事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 市民や一般に向け、文化財や歴史、文化資産に関する各種普及事業を行います。 

事業の目的 
所有者等に市内のよって保護継承されてきた文化財や市民文化資産を市民に周知す

ることにより、文化財の保護や地域への理解促進を図ります。 

事業の効果 

地域の歴史、文化等を象徴する文化財や市民文化資産を広く周知することにより、市

民の文化財保護意識を高めるとともに各人が住む地域への理解と愛着増進を図りま

す。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 566 佐倉学歴史講演会、講師派遣、リーフレット発行、説明板等設置 

平成 24 年度 565 佐倉学歴史講演会、講師派遣、リーフレット発行、説明板等設置 

平成 25 年度 538 

佐倉学歴史講演会の開催、公民館・小学校等の各種講座へ講師派遣、文化財関係

のリーフレット（城跡等）を発行します。 

文化財施設を活用し、「観月の夕べ」「甲冑試着」などの普及事業を実施する。 

説明板未設置の文化財に説明板等を設置します。 

平成 26 年度 538 

佐倉学歴史講演会の開催、公民館・小学校等の各種講座へ講師派遣、文化財関係

のリーフレット（城跡等）を発行します。 

文化財施設を活用し、「観月の夕べ」「甲冑試着」などの普及事業を実施する。 

説明板未設置の文化財に説明板等を設置します。 

平成 27 年度 538 

佐倉学歴史講演会の開催、公民館・小学校等の各種講座へ講師派遣、文化財関係

のリーフレット（城跡等）を発行します。 

文化財施設を活用し、「観月の夕べ」「甲冑試着」などの普及事業を実施する。 

説明板未設置の文化財に説明板等を設置します。 

合計 2,745  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

旧堀田邸観月の夕べの演奏回数 4 回 4 回 4 回 4 回 4 回 
文 化 財 説 明 板 の 設 置 数 1 基 1 基 1 基 1 基 1 基 
各種講座への講師派遣回数 20 回 20 回 20 回 20 回 20 回 
旧堀田邸観月の夕べの入場者数 200 人 200 人 200 人 200 人 200 人 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

2 款 1 項 4 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 歴史・文化を普及します 2 款：総務費 1 項：総務管理費 4 目：市史編さん費 

事業名 221 佐倉市史調査刊行事業 

担当所属 総務課 事業期間 昭和 38 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 ・『佐倉市史』の執筆・編集・刊行・資料整理を進めます。 

事業の目的 

・『佐倉市史』を刊行することで、佐倉の歴史を将来へ伝えていきます。 

・市民が自ら佐倉の歴史を学ぶ手助けとなります。 

・郷土に対する愛着と文化財に対する関心を高めます。 

事業の効果 
・『佐倉市史』考古編を平成 25年度に刊行します。 

・良質な郷土史資料を提供します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 7,118 
・『佐倉市史』考古編の編集に係る専門部会の開催と資料調査。 

・『佐倉市史』考古編の本編及び資料編の原稿作成と編集。 

平成 24 年度 2,155 補足原稿の作成と編集作業を行います。 

平成 25 年度 9,944 『佐倉市史』考古編の印刷校正・刊行を実施します。 

平成 26 年度 1,440 
・『佐倉市史』考古編刊行の普及に係るシンポジウムを開催します。 

・『佐倉市史』考古編編さんにおける調査等により収集した資料の整理を行いま

す。 

平成 27 年度 388 
『佐倉市史』考古編編さんにおける調査等により収集した資料の整理作業を実施

します。 

合計 21,045  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

考古編専門部会の開催回数       4 回 4 回 4 回 - - 
考古専門部会資料調査回数 47 回 47 回 47 回   
『佐倉市史』考古編冊数 - - 1,000 冊   
『佐倉市史』考古編編さんの進捗 編集 編集 印刷・刊行 頒布・資料整理  資料台帳整理 
『佐倉市史』考古編頒布冊数 - - - 400 冊 100 冊 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

2 款 1 項 4 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 歴史・文化を普及します 2 款：総務費 1 項：総務管理費 4 目：市史編さん費 

事業名 221 市史編さん委員会運営事業 

担当所属 総務課 事業期間 昭和 38 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
・市史編さん委員会を開催し、市史編さんに関する方針を決定します。 

・市史編さん委員会専門部会の指導・監督を行います。 

事業の目的 ・市民の郷土に対する理解を得られやすい内容となるよう、客観的に審議します。 

事業の効果 
・『佐倉市史』考古編の構成内容等を承認します。 

・市民に良質な郷土史資料を提供します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 201 
・市史編さん委員会を開催します。 

・『佐倉市史』考古編の進捗状況を確認します。 

平成 24 年度 200 
・市史編さん委員会を開催します。 

・『佐倉市史』考古編の進捗状況を確認します。 

平成 25 年度 200 
・市史編さん委員会を開催します。 

・考古専門部会の編さんを助成し、『佐倉市史』考古編を承認します。 

平成 26 年度 200 
・市史編さん委員会を開催します。 

・『佐倉市史』の考古編刊行後の編さん方針について検討します。 

平成 27 年度 200 
・市史編さん委員会を開催します。 

・前年度検討結果を踏まえ、市史編さん事業の具体的な計画策定に着手します。 

合計 1,001  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

市史編さん委員会の開催回数    2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 
専 門 部 会 へ の 指 導 件 数 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
市史の編さんの方針に関する決定件数 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

2 款 1 項 4 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 歴史・文化を普及します 2 款：総務費 1 項：総務管理費 4 目：市史編さん費 

事業名 221 佐倉藩政資料保存整理普及事業 

担当所属 総務課 事業期間 平成 11 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
・佐倉市に所蔵もしくは寄託されている歴史資料を保存・整理します。 

・『下総佐倉堀田家文書』を中心としてマイクロ撮影、または活字化します。 

事業の目的 
・古文書等の歴史資料が保存・整理されることによって市民活用が進みます。 

・市民が誇れる歴史資産としての重要性を市民に伝えることができます。 

事業の効果 
・「下総佐倉堀田家文書」の総合的目録を整備します。 

・市民からの活字化の要望が高い資料の刊行を進めます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,605 
・古文書をマイクロフィルム撮影します。 

・新規収蔵の歴史資料を整理します。 

平成 24 年度 1,605 
・古文書をマイクロフィルム撮影します。 

・新規収蔵の歴史資料を整理します。 

平成 25 年度 1,605 
・「下総佐倉堀田家文書」を中心とした佐倉関係の古文書のマイクロフィルムを

撮影します。 

・新規収蔵の歴史資料を整理・保存します。 

平成 26 年度 1,605 
・「下総佐倉堀田家文書」を中心とした佐倉関係の古文書のマイクロフィルムを

撮影します。 

・新規収蔵の歴史資料を整理・保存します。 

平成 27 年度 1,605 
・「下総佐倉堀田家文書」を中心とした佐倉関係の古文書のマイクロフィルムを

撮影します。 

・新規収蔵の歴史資料を整理・保存します。 

合計 8,025  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

古文書等歴史資料の撮影数 3,000 コマ 3,000 コマ 3,000 コマ 3,000 コマ 3,000 コマ 
筆 稿 原 稿 枚 数 400 枚 400 枚 400 枚 400 枚 400 枚 
マイクロフィルム撮影した資料の活用件数 5 件     
ｆｆ「下総佐倉堀田家文書」の総合的目録の整備  資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 刊行 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

2 款 1 項 4 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 歴史・文化を普及します 2 款：総務費 1 項：総務管理費 4 目：市史編さん費 

事業名 7334 市史資料調査・普及事業 

担当所属 総務課 事業期間 平成 9年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・佐倉市の内外に所在する歴史資料の調査を実施します。 

・佐倉の歴史に関しての最新の研究成果を市民に提供するため『佐倉市史研究』を定

期的に刊行します。 

・佐倉の歴史を市民に普及するため、歴史研究者を招き「佐倉の歴史講演会」開催し

ます。 

事業の目的 
・佐倉に関する古文書等の調査及び収集や刊行物、古文書複製本等を通して、市民に

歴史を普及し、市民の郷土意識を喚起します。 

事業の効果 

・市民の関心が強い佐倉の歴史について資料を調査し、その結果得られた情報を提供

します。 

・講演会実施や冊子刊行により歴史を普及します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,160 ・「佐倉の歴史講演会」の実施 

・『佐倉市史研究』の刊行 

平成 24 年度 1,160 ・「佐倉の歴史講演会」の実施 

・『佐倉市史研究』の刊行 

平成 25 年度 1,075 ・「佐倉の歴史講演会」の実施 

・『佐倉市史研究』第２７号の刊行 

平成 26 年度 1,075 
・「佐倉の歴史講演会」の実施 

・『佐倉市史研究』第２８号の刊行 

・『（仮称）続 ふるさと歴史読本』の刊行 

平成 27 年度 2,455 
・「佐倉の歴史講演会」の実施 

・『佐倉市史研究』第２９号の刊行 

・『（仮称）続 ふるさと歴史読本』の刊行 

合計 6,925  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

講 演 会 の 開 催 回 数 １回 1 回 1 回 1 回 1 回 
刊 行 物 の 刊 行 回 数 １回 1 回 1 回 1 回 1 回 
刊 行 物 の 印 刷 冊 数 1000 冊 1000 冊 1000 冊 1000 冊 1000 冊 
講 演 会 参 加 者 100 人 100 人 100 人 100 人 100 人 
『佐倉市史研究』購入数(年間)  100 冊 100 冊 100 冊 100 冊 100 冊 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 歴史・文化を普及します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 7786 佐倉・城下町 400 年記念事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 22 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
・平成 22年度から 29 年度までを佐倉・城下町 400 年記念事業と位置付け、歴史的・

文化的資産を活用した企画やイベントを市内各地で開催します。 

事業の目的 
・佐倉の歴史的・文化的資産を広く周知し、郷土をよく知り、愛着を持つ人の増加を

図ります。 

事業の効果 ・佐倉を訪れたい、住みたい、住んでよかったと思う人が増えます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 2,489 
キャラクター着ぐるみ作成、企画展資料調査、(仮)佐倉細見改定検討・撮影委託、

佐倉山車人形の保存整備支援 

平成 24 年度 440 
企画展調査、キャラクター修繕、(仮)佐倉細見原稿作成、佐倉山車人形の保存整

備支援 

平成 25 年度 7,685 
企画展(仮）ふたつの佐倉城―本佐倉城跡国指定 15 周年―、佐倉山車人形の保存

整備補助金、武家のたしなみ体験教室（礼法体験） 

平成 26 年度 8,200 
キャラクター修繕、(仮)佐倉細見原稿編集・刊行、佐倉山車人形の保存整備補助

金、佐倉市歴史文化基本構想策定委員会の設置・運営検討、武家のたしなみ体験

教室（礼法上級） 

平成 27 年度 4,920 
キャラクター修繕、佐倉山車人形の保存整備補助金、佐倉市歴史文化基本構想策

定委員会の設置・運営検討、武家のたしなみ体験教室（弓道体験） 

合計 23,734  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

佐倉 城下町 400 年記念イメージキャラクターの活用 10 回 20 回 30 回 30 回 30 回 
企画展開催のための資料調査実施 2 施設 2 施設 2 施設 2 施設 2 施設 
佐倉・城下町４００年記念事業を知っている市民の増加 - 20％ - - - 
佐倉・城下町 400 年記念協賛事業数 33 件 40 件 45 件 50 件 55 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

2 款 1 項 5 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 歴史・文化を普及します 2 款：総務費 1 項：総務管理費 5 目：広報費 

事業名 9739 佐倉・城下町 400 年記念普及事業 

担当所属 広報課 事業期間 平成 25 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・佐倉・城下町 400 年記念事業（平成 22 年度～29 年度）の更なる普及啓発を図るた

め、当該事業のイメージキャラクターの知的財産権を適切に管理し、ノベルティの配

布やグッズ販売等のプロモーション的手法も取り入れたＰＲ活動を、市の各種メディ

アと連携して展開します。 

事業の目的 
・佐倉・城下町 400 年記念事業の更なる周知により、当該事業本来の目的・効果の達

成に寄与します。 

事業の効果 
・佐倉・城下町 400 年記念事業の更なる周知により、当該事業本来の目的・効果の達

成に寄与します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度   

平成 25 年度 350 ・キャラクターグッズ製作販売、400 年記念事業ノベルティ製作配布 

平成 26 年度 0 ・キャラクターグッズ検討 

平成 27 年度 0 ・キャラクターグッズ検討 

合計 350  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

キャラクターグッズ、ノベルティ製作数 
  グッズ 1、ノ

ベルティ 1 種 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 歴史・文化を普及します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 9792 佐倉順天堂普及啓発事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 25 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 佐倉順天堂記念館の展示内容見直しと修正、講演会の開催、関係地等の調査 

事業の目的 理解しやすい展示や普及活動を実施し、記念館の設置目的を達成するため。 

事業の効果 近代医学の発展に果たした佐倉順天堂の役割を伝え、価値を認める人が増える。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度   

平成 25 年度 503 展示見直し、講演会実施、関係地・関係機関調査 

平成 26 年度 503 展示見直し、講演会実施、関係地・関係機関調査 

平成 27 年度 503 展示見直し、講演会実施、関係地・関係機関調査、交流展開 

合計 1,509  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

講 演 会 参 加 者 数   99 人 99 人 99 人 
記念館アンケートによる理解度向上   25％ 30％ 35% 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 217 井野長割遺跡保存整備事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

国指定史跡の井野長割遺跡の保存・整備を行います。 

本格的な史跡整備に向けて整備検討委員会を開催し、将来に向けた整備の方向性を決

定します。 

事業の目的 
国指定史跡井野長割遺跡の維持管理を行います。 

整備検討委員会で史跡の保存整備について検討します。 

事業の効果 
国指定史跡が、適正に保存されます。 

国民共有の財産である史跡の適正な管理・整備が実施されます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 917 
・地質調査(分析)        ・整備検討委員会の開催(3 回/年) 

・樹木伐採、除草等整備     ・学校等講師派遣 

平成 24 年度 1,402 
・整備検討委員会の開催(4 回/年) ・樹木伐採、除草等整備 

・学校等講師派遣 

平成 25 年度 1,402 
・整備検討委員会の開催(3 回/年) ・樹木伐採、除草等整備 

・学校等講師派遣 

平成 26 年度 15,902 
・整備検討委員会の開催(3 回/年) ・整備工事(園路等) 

・指定 10 周年講演会、シンポジウム開催  ・リーフレット作成 

・樹木伐採、除草等整備      ・学校等講師派遣 

平成 27 年度 1,162 
・供用開始(一部)         ・樹木剪定、除草等管理 

・学校等講師派遣 

合計 20,785  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

検 討 委 員 会 開 催 回 数 3 回 4 回 3 回 3 回 3 回 
井野長割遺跡に関する普及 

事業の開催回数 
5 回 5 回 5 回 5 回 5 回 

井野長割遺跡に関する普及 

事業の参加者数 
200 人 200 人 200 人 200 人 200 人 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 314 文化財保護事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・市内に所在する指定文化財の所有者等に、経常的な管理に対する補助金を支出して

経済的に支援します。 

・文化財基本調査を継続し、基礎データの蓄積を図ります。 

事業の目的 
・市指定文化財の所有者や管理者、伝承者を対象に補助事業を行い、市の共有財産の

適切な管理を行うとともに文化財基本調査を進め、市民の保護意識浸透を図ります。 

事業の効果 
・市内の文化財を市民共通の財産として後世に伝えます。 

・文化財指定や保護計画の策定に際して、目安づくりができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 777 
・文化財調査委託 

・文化財保存事業補助金の支出 

平成 24 年度 777 
・文化財調査委託 

・文化財保存事業補助金の支出 

平成 25 年度 762 
・文化財調査委託（仏像または社寺等の悉皆的調査） 

・文化財保存事業補助金の支出（指定文化財 10 件の維持管理に要する経費補助） 

平成 26 年度 762 
・文化財調査委託（仏像または社寺等の悉皆的調査） 

・文化財保存事業補助金の支出（指定文化財 10 件の維持管理に要する経費補助） 

平成 27 年度 762 
・文化財調査委託（仏像または社寺等の悉皆的調査） 

・文化財保存事業補助金の支出（指定文化財 10 件の維持管理に要する経費補助） 

合計 3,840  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

補 助 金 交 付 件 数 10 件 10 件 10 件 10 件 10 件 
調 査 等 実 施 数 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
調 査 員 人 数 7 人 7 人 7 人 7 人 7 人 
指定文化財を必要と思う 

市民の割合 
‐  30％ 40％ 50％ 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 315 市内遺跡所在確認調査事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・埋蔵文化財包蔵地（遺跡）内で計画される土木工事に先立って、埋蔵文化財発掘調

査を実施します。 

・個人・中小企業等の事業に伴う調査に対しては、費用対効果・緊急性と照らし、一

部公費負担します。 

・佐倉城跡など重要遺跡の調査を実施します。 

事業の目的 

・公費導入によって個人事業者や中小企業の埋蔵文化財調査費用の 

負担を軽減させます。 

・埋蔵文化財の取扱い事務の一部である試掘を公費負担によって 

実施し、事業者の負担を軽減させます。 

事業の効果 

・埋蔵文化財に公費を導入することによって、民間事業と埋蔵文化 

財の保護の調整の適正化と迅速化を促進します。 

・市事業に係る小規模な発掘調査にも対応します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 22,460 
埋蔵文化財調査、試掘、整理、重要遺跡(佐倉城跡)の調査、その他重要遺跡の調

査、調査報告書の刊行 

平成 24 年度 22,453 
埋蔵文化財調査、試掘、整理、重要遺跡(佐倉城跡)の調査、その他重要遺跡の調

査、調査報告書の刊行 

平成 25 年度 22,298 埋蔵文化財調査、試掘、整理、重要遺跡の調査、調査報告書の刊行 

平成 26 年度 22,298 
埋蔵文化財調査、試掘、整理、重要遺跡の調査、調査報告書の刊行、重要遺跡（井

野長割遺跡）の報告書の刊行 

平成 27 年度 22,298 埋蔵文化財調査、試掘、整理、重要遺跡の調査、調査報告書の刊行 

合計 111,807  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

埋 蔵 文 化 財 照 会 件 数 15 件 15 件 15 件 15 件 15 件 
文化財保護法届出通知件数 50 件 50 件 50 件 50 件 50 件 
市 内 発 掘 調 査 指 導 件 数 5 件 5 件 5 件 5 件 5 件 
直 営 発 掘 調 査 件 数 20 件 20 件 20 件 20 件 20 件 
埋蔵文化財発掘調査報告書刊行冊数 2 冊 2 冊 2 冊 2 冊 2 冊 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 323 本佐倉城跡保存整備事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 10 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

国指定史跡の本佐倉城跡の保存・整備を行います。本格的な史跡整備に向け、隣接す

る酒々井町と共同で整備検討委員会を開催し、将来に向けた整備の方向性を決定しま

す。史跡内の維持管理を行います。 

事業の目的 
国史跡の適正な保存が図れ、国民共有の財産である文化財の保護・継承及び活用に資

することができます。 

事業の効果 本佐倉城を訪れる市民を増加させ、市民の郷土に対する愛着の醸成に寄与します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 3,117 
・整備検討委員会の開催(酒々井町と共同、5回/年) 

・基本設計(酒々井町と共同、平成 22 年度～) 

平成 24 年度 12,809 ・草刈（2回/年）  ・剪定・伐採 

平成 25 年度 1,709 
・草刈（2回/年）  ・剪定・伐採 

・整備検討委員会の開催(酒々井町と共同)  ・便益施設の検討 

平成 26 年度 1,709 
・草刈（2回/年）  ・剪定・伐採 

・整備検討委員会の開催(酒々井町と共同)  ・便益施設の検討 

平成 27 年度 1,709 
・草刈（2回/年）  ・剪定・伐採  ・発掘調査 

・整備検討委員会の開催(酒々井町と共同)  ・便益施設の検討 

合計 21,053  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

検 討 委 員 会 開 催 回 数 3 回 3 回 3 回 3 回 3 回 
普 及 事 業 開 催 回 数 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 
普 及 事 業 の 参 加 者 数 50 人 50 人 50 人 50 人 50 人 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします  

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します  

事業名 324 緊急雇用創出事業〔歴史的景観整備事業〕 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
緊急雇用創出事業を利用して、史跡等の景観整備を実施します。文化財施設・史跡等

の景観・環境を整備し、歴史的景観と見学者の利便性・学習効果を高めます。 

事業の目的 
国史跡の本佐倉城跡や井野長割遺跡、文化財施設などの草刈、樹木剪定等を行い、史

跡形状の維持保全と見学の便を図ります。 

事業の効果 史跡の景観整備が進み、見学者の便が向上しました。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 7,000 
文化財施設・史跡等の景観上不要な樹木の伐採・剪定・倒木処理、垣根・柵等の

整備、地上遺構に繁茂した篠竹等の除去ほか 

平成 24 年度   

平成 25 年度   

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 7,000  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

雇 用 者 数 4 人     
整備に用いたロープの延長 300m     
整 備 件 数 5 件     
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします  

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します  

事業名 433 緊急雇用創出事業〔文化財収蔵資料整理事業〕 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
緊急雇用創出事業を利用して、経年劣化等のため活用が困難な文化財収蔵資料を再ク

リーニング・再復元・写真撮影・台帳化等の再整理を行います。 

事業の目的 資料の保管・活用の利便性を向上させます。 

事業の効果 
事業予算がないためにこれまでできなかった、文化財収蔵資料の整理や台帳化を一度

に実施します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 17,973 文化財収蔵庫に保管されている資料の再整理 

平成 24 年度   

平成 25 年度   

平成 26 年度   

平成 27 年度   

合計 17,973  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

雇 用 者 数 6 人     
整 理 し た テ ン バ コ の 数 852 個     
利用可能となった収蔵庫の 

床面積 

50 ㎡     
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 591 考古及び民俗資料整理事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・文化財収蔵庫で保管されている考古・民俗資料等の整理を行います。 

・考古・民俗資料の分類整理及び図面・写真の収納整理、埋蔵文化財の修復を実施し

ます。 

・新たに発見される遺物のほか寄付資料など収蔵資料は増加しているため、管理手

法・公開手法を検討します。 

・考古資料の保存処理に国庫・県費補助を導入します。 

事業の目的 

・考古・民俗資料は、市内外の教育機関・研究者からの問い合わせ 

や貸出依頼、市内小学校での総合学習での活用例が多数あり、その 

要望に適切に回答し迅速に対応するために、資料の整理・修復を行います。 

・市内各施設における資料の貸出展示等依頼にも積極的に応じます。 

・国庫補助事業関連の出土品の台帳化を進めます。 

・平井家住宅の維持管理を進め、その活用を検討します。 

事業の効果 

・市民の財産である文化財をより良好な状態で保管し、必要に応じて活用できる状態

にします。 

・学校教育・公民館等でそれらを活用することによって、市民が地域の歴史・文化に

親しみやすくします。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 7,625 資料の台帳化、資料修復・保存処理、資料撮影と写真資料のデジタル化、収蔵場

所の検討 

平成 24 年度 7,111 資料の台帳化、資料修復・保存処理、資料撮影と写真資料のデジタル化、収蔵場

所の検討、国史跡出土資料等の保管環境の向上(保管場所移転) 

平成 25 年度 7,350 資料の台帳化、資料修復・保存処理、資料撮影と写真資料のデジタル化、収蔵場

所の検討 

平成 26 年度 7,350 資料の台帳化、資料修復・保存処理、資料撮影と写真資料のデジタル化、収蔵場

所の維持管理 

平成 27 年度 7,350 資料の台帳化、資料修復・保存処理、資料撮影と写真資料のデジタル化、収蔵場

所の維持管理 

合計 36,786  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

資 料 台 帳 化 点 数 300 点 300 点 300 点 300 点 300 点 
デジタル化を行った点数 50 点 50 点 50 点 50 点 50 点 
資料修復・保存処理件数 10 点 10 点 10 点 10 点 10 点 
文 化 財 活 用 件 数 5 件 5 件 5 件 5 件 5 件 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 625 文化財施設管理運営事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
旧堀田邸・武家屋敷・佐倉順天堂記念館を市内文化財として維持管理します。広く一

般公開するほか、佐倉フィルムコミッションのロケ地として活用します。 

事業の目的 

・文化財施設を市民はじめ全国からの見学者に公開し、佐倉の歴史や文化を普及しま

す。 

・施設を適切に維持管理します。 

事業の効果 ・佐倉の歴史、文化の良さが伝わります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 24,923 文化財施設の管理運営 

平成 24 年度 23,545 文化財施設の管理運営 

平成 25 年度 23,839 
文化財施設３館（佐倉順天堂記念館・武家屋敷・旧堀田邸）の管理運営を行い、

通年開館して市民や観光客に公開します。 

平成 26 年度 23,839 
文化財施設３館（佐倉順天堂記念館・武家屋敷・旧堀田邸）の管理運営を行い、

通年開館して市民や観光客に公開します。 

平成 27 年度 23,839 
文化財施設３館（佐倉順天堂記念館・武家屋敷・旧堀田邸）の管理運営を行い、

通年開館して市民や観光客に公開します。 

合計 119,985  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

開 館 日 数 307 日 306 日 306 日 306 日 307 日 
撮 影 使 用 （ 有 料 ） 件 数 7 件 7 件 7 件 7 件 7 件 
年 間 入 館 者 数 50,000 人 50,000 人 50,000 人 50,000 人 50,000 人 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 631 市民文化資産保全活用事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 14 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市民文化資産制度を推進して、住民とともに市内の文化資産を保護します。市民文化

資産の保全活用のため、調査を行い、市民文化資産運用委員会を開催して選定を行い

ます。 

事業の目的 

・地域住民により長く保護継承され、地域の特質を表象する市民文化資産を選定しま

す。 

・制度の周知とあわせ、選定された市民文化資産の周知を図ります。 

事業の効果 ・地域の資産を市民共有の財産として守り伝え、佐倉の歴史文化の良さを広めます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 347 文市民文化資産申請選定事務、運用委員会開催 

平成 24 年度 346 市民文化資産申請選定事務、運用委員会開催 

平成 25 年度 342 
市民文化資産運用委員会を開催し、資産申請選定事務等を行うほか、選定物件に

説明板を設置します。 

平成 26 年度 342 
市民文化資産運用委員会を開催し、資産申請選定事務等を行うほか、選定物件に

説明板を設置します。 

平成 27 年度 342 
市民文化資産運用委員会を開催し、資産申請選定事務等を行うほか、選定物件に

説明板を設置します。 

市民文化資産制定 10 周年記念と一層の普及を図るため、記念事業を実施します。 

合計 1,719  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

選 定 候 補 審 議 件 数 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
市民文化資産説明板設置数 1 基 1 基 1 基 1 基 1 基 
選 定 件 数 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 7785 市内遺跡整理事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 24 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
佐倉市の公共事業に伴って実施した埋蔵文化財調査の結果を整理し、報告書を刊行し

ます。 

事業の目的 
発掘調査の学術的な成果を公表することにより、文化財保護思想の高まりと地域の歴

史の発展に寄与することができます。 

事業の効果 発掘調査報告書を図書館や博物館等の公共施設で公開・活用します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度 3,038 臼井城跡埋蔵文化財整理業務委託 

平成 25 年度 6,680 佐倉市役所２号館埋蔵文化財整理業務委託 

平成 26 年度 10,000 生谷松山遺跡埋蔵文化財整理業務委託 

平成 27 年度 10,000 生谷松山遺跡埋蔵文化財整理業務委託 

合計 29,718  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

佐倉市埋蔵文化財調査の 

整理件数 
 1 件 1 件 1 件 1 件 

佐倉市埋蔵文化財調査の 

報告書刊行冊数 
 1 冊 1 冊 1 冊 1 冊 
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9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 歴史文化資産を保全・活用します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 7793 文化財補助事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

民間所有の指定文化財等において、修理・整備等に対し市が補助を行い、所有者・管

理者の負担を軽減して文化財を保護するとともに、将来にわたって良好に保存してい

きます。 

事業の目的 指定文化財の所有者・管理者の負担を軽減するとともに、文化財を適正に保護します。 

事業の効果 指定文化財を良好な状態で、後世に伝えます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 4,475 指定文化財等修理補助 

平成 24 年度 3,400 指定文化財等修理補助 

平成 25 年度 3,400 指定文化財等の維持管理、修理等に対する補助を行う。 

平成 26 年度 500 指定文化財等の維持管理、修理等に対する補助を行う。 

平成 27 年度 0 指定文化財等の維持管理、修理等に対する補助を検討する。 

合計 11,775  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

補 助 事 業 件 数 5 件 3 件 1 件 1 件 1 件 
市指定文化財のうち修理が 

必要な文化財の減少 
1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 

市登録文化財のうち修理が 

必要な文化財の減少 
1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 歴史的建造物を保全・整備します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 7665 歴史的建造物保全整備事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市内の歴史的建造物基本調査を行い、分布状況と現状を把握します。調査結果を調査

報告書として刊行するとともに、文化財の指定・登録をはじめとした保護行政の基礎

資料として将来に生かします。 

事業の目的 ・歴史的建造物の保存整備に欠かすことのできない基礎資料の蓄積を図ります。 

事業の効果 

・歴史的建造物の現況を把握することができます。 

・新町通りなど、古い町並みの修理修景に際しては、原資料として価値あるものとな

ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,000 歴史的建造物基本調査(根郷地区) 

平成 24 年度 2,500 歴史的建造物基本調査(和田地区) 

平成 25 年度 2,500 歴史的建造物基本調査(弥富地区) 

平成 26 年度 600 歴史的建造物基本調査報告書原稿作成 

平成 27 年度 1,000 歴史的建造物基本調査報告書原稿印刷製本・刊行・販売 

合計 7,600  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

調 査 事 業 対 象 地 区 1 地区 1 地区 1 地区 0 地区 0 地区 
基本調査が必要な地区数の減少 3 地区 2 地区 1 地区 0 地区 1 地区 
歴史的建造物を価値を見出す

市民の割合 
‐ 50％ 50％ 50％ 50％ 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 歴史的建造物を保全・整備します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 7682 旧川崎銀行佐倉支店保存整備事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

佐倉市の文化・観光の顔である旧川崎銀行佐倉支店（県指定文化財）について、東日

本大震災で生じた外壁剥離等の損傷や経年劣化に対し、施設としての今後の活用方法

を検討しつつ、保存整備工事を実施します。 

事業の目的 ・県指定文化財を適切に保存整備し、安全に公開します。 

事業の効果 ・指定文化財を適切に維持しながら、後世に伝えることが可能になります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 4,359 安全確保のための緊急補修（外壁剥離） 

平成 24 年度 3,045 耐震診断 

平成 25 年度 546 
保存整備工事費にむけ、耐震診断（24 年度実施）等の調査・検査に基づき、改修

工事の実施設計を行います。 

平成 26 年度 20,000 
23 年度に撤去工事を行った上部左官仕上げ部、剥離したレンガタイル外壁のほ

か、経年劣化により損傷している屋根部分等の保存整備工事を実施します。 

平成 27 年度 2,000 
保存整備工事の報告書を作成し工事を記録するとともに、市民や関係諸機関に成

果を提供します。 

合計 29,950  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

工 事 件 数 1 式 0 式 0 式 1 式 0 式 
旧川崎銀行佐倉支店の現状 

復帰の進捗 
緊急修繕 耐震診断 整備設計 整備工事 報告書刊行 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 歴史的建造物を保全・整備します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 7811 旧堀田邸保存整備事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

国重要文化財の旧堀田家住宅の現況を把握し、長期的な視野を持って計画的な整備を

実施します。経常的な修繕で賄いきれない大規模な修理や防災設備の整備などを検討

し、文化財の価値や安全性を向上させます。 

事業の目的 
・国民共通の財産である国重要文化財「旧堀田家住宅」を適切に維持整備して、後世

に伝えます。 

事業の効果 ・市民や観光客等に佐倉の歴史文化を伝えるとともに、佐倉市の価値を高めます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 550 襖修繕 

平成 24 年度 3,000 襖修繕、炎感知器設置工事、ＬＥＤ照明導入検討 

平成 25 年度 2,938 旧堀田邸の建具のうち、亀裂を生じた襖（10 枚）の修繕を行います。 

平成 26 年度 550 厚生園文書を収蔵する土蔵の破損調査を実施し、修理計画を策定します。 

平成 27 年度 3,500 土蔵修繕（扉・外壁等） 

合計 10,538  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

修 理 実 施 件 数 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
邸 内 設 備 改 善 の 実 施 1 件 2 件 2 件 3 件 3 件 
旧堀田家住宅に価値を見出す

市民の割合 
‐ 50％ 50％ 50％ 50％ 
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～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 歴史的建造物を保全・整備します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 7814 旧平井家保存整備事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
・平成 22年度に寄贈された旧平井家住宅の保存・活用のあり方を検討し、市民参加

により整備・検討します。活用のあり方に即した保存整備事業を実施します。 

事業の目的 
・新町地区の商家である旧平井家住宅は、城下町の歴史文化を伝える貴重な歴史的建

造物です。この建物を保存整備と活用の両側面から整備します。 

事業の効果 
・歴史的建造物の保存とあわせて、観光客など佐倉を訪れた方の休憩などができる憩

いの場所とすることができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 0 平井家修繕・活用勉強会開催 

平成 24 年度 300 平井家修繕・活用検討委員会開催 

平成 25 年度 510 
整備・公開に向け、市民と協働しながら試験利用を重ね、具体的な活用案を策定

する 

平成 26 年度 20,000 
旧平井家住宅活用のため保存整備工事を行うほか、必要備品を購入し城下町の歴

史と文化を保存継承し、情報発信する施設として整備した上で公開する。 

平成 27 年度 2,662 施設の維持管理に要する経費、小修繕 

合計 23,472  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

検討会議の年間開催回数 4 回 4 回 1 回 1 回 1 回 
維 持 整 備 実 施 箇 所 数 1 箇所 1 箇所 1 箇所 1 箇所 1 箇所 
公 開 日 数 5 日 5 日 10 日 100 日 300 日 
施設の利活用状況の進捗 限定公開 限定公開 限定公開 工事後公開 全面公開 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 2 目 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 歴史的建造物を保全・整備します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 2 目：文化財保護費 

事業名 9303 武家屋敷保存整備事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・県指定文化財の旧河原家住宅を含む佐倉武家屋敷３棟の現況を把握し、長期的な視

野を持って計画的な整備を実施します。 

・経常的な修繕で賄いきれない大規模な修理や防災設備の整備などを検討し、文化財

の価値や安全性を向上させます。 

事業の目的 
・文化財の価値や安全性を維持向上させ、市民や観光客等に向け、佐倉の歴史文化の

理解促進を図ります。 

事業の効果 
・郷土の歴史文化に誇りを持てる人が増加することが期待できます。 

・佐倉を訪れたい人が増加します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 0 維持管理 

平成 24 年度 0 維持管理 

平成 25 年度 15,747 

経年劣化により雨水浸透が進行した、旧但馬家住宅（市指定）の茅葺屋根の葺き

替え工事を実施します。 

全面に茅材の不朽が進み、棟部分が傾いてきている旧但馬家住宅は、先行して修

理する必要があるため、全面葺き替え工事を行います。 

平成 26 年度 0 日照・通風改善、落葉減少のために、武家屋敷敷地内の高木剪定を行う。 

平成 27 年度 3,000 武家屋敷の応急修繕（差し茅等） 

合計 18,747  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

工 事 件 数 0 件 0 件 1 件 1 件 1 件 
現況調査と修理計画の調整件数 3 件 3 件 3 件 3 件 3 件 
整備工事が必要な箇所数の減少 4 箇所 4 箇所 3 箇所 2 箇所 1 箇所 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

 

基本施策 8 「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします  

施策 3 歴史的建造物を保全・整備します  

事業名 9304 佐倉順天堂記念館保存整備事業 

担当所属 文化課 事業期間 昭和 58 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

県指定文化財・佐倉順天堂記念館の現況を把握し、長期的な視野を持って計画的な整

備を実施します。経常的な修繕で賄いきれない大規模な修理や防災設備の整備などを

検討し、文化財の価値や安全性を向上させます。 

事業の目的 
・文化財の価値や安全性を維持向上させ、市民や観光客等に向け、佐倉の歴史文化の

理解促進を図ります。 

事業の効果 
・郷土の歴史文化に誇りを持てる人が増加することが期待できます。 

・佐倉を訪れたい人が増加します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 0 維持管理・点検 

平成 24 年度 0 維持管理・点検 

平成 25 年度 0 維持管理・点検 

平成 26 年度 0 維持管理・点検、整備計画検討 

平成 27 年度 0 維持管理・点検、整備計画立案 

合計 0  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 施 設 点 検 回 数 3 回 3 回 3 回 3 回 3 回 
整 備 工 事 実 施 件 数 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 
整備工事が必要な箇所数の減少 5 箇所 4 箇所 3 箇所 2 箇所 1 箇所 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 1 目 

基本施策 9 芸術文化活動の盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 芸術・文化を普及します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 1 目：社会教育総務費 

事業名 212 文化普及事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・佐倉市の 1年間の芸術文化関係記事や特集記事を掲載した文化情報誌「風媒花」を

毎年３月に発行します。 

・日本の名作映画の無料上映会「キネマの夕べ」を定期的に開催します。 

事業の目的 

・佐倉市内でおこなわれた 1年間の芸術文化関係のできごとやその時々のトピックを

広く市民にお知らせするとともに、記録として蓄積していくことを目的とします。 

・日本の名作映画を紹介するとともに、芸術鑑賞という文化活動の定着をめざします。 

事業の効果 
・市民の芸術文化に対する興味関心を高め、生活の中にとりいれるきっかけをつくり

ます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,598 
・「風媒花」を発行します。 

・「キネマの夕べ」を開催します。 

平成 24 年度 1,581 
・「風媒花」を発行します。 

・「キネマの夕べ」を開催します。 

平成 25 年度 1,549 
・「風媒花」を発行します。 

・「キネマの夕べ」を開催します。 

平成 26 年度 1,549 
・「風媒花」を発行します。 

・「キネマの夕べ」を開催します。 

平成 27 年度 1,549 
・「風媒花」を発行します。 

・「キネマの夕べ」を開催します。 

合計 7,826  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

文化情報誌「風媒花」の発行回数 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 
文化情報誌「風媒花」の発行部数 1,000 部 1,000 部 1,000 部 1,000 部 1,000 部 
「キネマの夕べ」の実施回数 6 回 6 回 6 回 6 回 6 回 
文化情報誌「風媒花」の配布、

頒布部数 
950 部 950 部 950 部 950 部 950 部 

「キネマの夕べ」の入場者数 1,200 人 1,200 人 1,200 人 1,200 人 1,200 人 
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第 4章 ｢明日へつながるまちづくり｣ 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 1 目 

基本施策 9 芸術文化活動の盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 1 芸術・文化を普及します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 1 目：社会教育総務費 

事業名 9729 芸術文化連携事業 

担当所属 文化課 事業期間 平成 25 年度～平成 26 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
・佐倉市と女子美術大学等との連携事業を円滑に進めるための連絡調整をします。 

・佐倉市と女子美術大学等との連携事業に必要な謝礼を支払います。 

事業の目的 
・女子美術大学等との連携により、社会や市の事業の中で芸術文化に何ができるかを

探っていきます。 

事業の効果 ・社会や市民生活の中に息づく形で芸術文化を普及することができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度   

平成 24 年度   

平成 25 年度 40 
・女子美術大学等への出張旅費 

・女子美術大学等の教授、学生への謝礼 

平成 26 年度 40 
・女子美術大学等への出張旅費 

・女子美術大学等の教授、学生への謝礼 

平成 27 年度   

合計 80  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

連 携 事 業 の 実 施 事 業 数   3 回 3 回  
連 携 事 業 へ の 参 加 者 数   550 名 550 名  
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 5 目 

基本施策 9 芸術文化活動の盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 芸術・文化活動への参加を支援します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 5 目：音楽ホール費 

事業名 325 市民音楽ホール自主文化事業 

担当所属 音楽ホール 事業期間 昭和 59 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・クラシック音楽を中心に世界一流の演奏家や日本を代表する演奏家などを招聘し、

年間を通してオーケストラ、室内楽、ピアノ、声楽など様々な演奏会や音楽講座など

を提供します。 

・市民音楽団体育成、音楽関係公演の共催や協力、市民参加による各種フェスティバ

ルや公演などを実施します。 

事業の目的 
ホールの特性を生かしながら様々な音楽事業を提供することで、潤いのある心豊かな

市民生活及び活力ある地域社会の実現を図ります。 

事業の効果 

音楽芸術に接する機会を提供したり、音楽活動に参加する機会を提供することによ

り、市民生活にゆとりや潤いを提供できるとともに、市民音楽活動の活性化を図るこ

とができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 17,400 

・クラシック音楽を中心に世界一流の演奏家や日本を代表する演奏家などを招聘

し、年間を通してオーケストラ、室内楽、ピアノ、声楽など様々な演奏会や音楽

講座などを提供します。 

・市民音楽団体育成、音楽関係公演の共催や協力、市民参加による各種フェステ

ィバルや公演などを実施します。 

平成 24 年度 17,396 

・クラシック音楽を中心に世界一流の演奏家や日本を代表する演奏家などを招聘

し、年間を通してオーケストラ、室内楽、ピアノ、声楽など様々な演奏会や音楽

講座などを提供します。 

・市民音楽団体育成、音楽関係公演の共催や協力、市民参加による各種フェステ

ィバルや公演などを実施します。 

平成 25 年度 18,694 

・クラシック音楽を中心に世界一流の演奏家や日本を代表する演奏家などを招聘

し、年間を通してオーケストラ、室内楽、ピアノ、声楽など様々な演奏会や音楽

講座などを提供します。 

・市民音楽団体育成、音楽関係公演の共催や協力、市民参加による各種フェステ

ィバルや公演などを実施します。 

平成 26 年度 18,694 

・クラシック音楽を中心に世界一流の演奏家や日本を代表する演奏家などを招聘

し、年間を通してオーケストラ、室内楽、ピアノ、声楽など様々な演奏会や音楽

講座などを提供します。 

・市民音楽団体育成、音楽関係公演の共催や協力、市民参加による各種フェステ

ィバルや公演などを実施します。 

平成 27 年度 18,694 

・クラシック音楽を中心に世界一流の演奏家や日本を代表する演奏家などを招聘

し、年間を通してオーケストラ、室内楽、ピアノ、声楽など様々な演奏会や音楽

講座などを提供します。 

・市民音楽団体育成、音楽関係公演の共催や協力、市民参加による各種フェステ

ィバルや公演などを実施します。 

合計 90,878  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

主 催 公 演 の 実 施 本 数 9 本 9 本 10 本 12 本 12 本 
自主文化事業の入場者数 15,300 人 15,300 人 15,500 人 16,000 人 16,000 人  
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 6 目 

基本施策 9 芸術文化活動の盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 2 芸術・文化学習への参加を支援します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 6 目：美術館費 

事業名 636 美術館教育普及事業 

担当所属 美術館 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

広く美術振興をはかるため、市民参加型の展示、ワークショップ、イベント等を行い

ます。ホームページや印刷物、各種メディアを通じて美術館の活動や芸術・文化の情

報を発信します。 

事業の目的 

・普段は美術に関心のない人々を対象に事業を展開し、利用者層の拡大を図ります。 

・広報の作成、参加型事業や講座の開催等により、美術と美術館への関心を深める機

会を提供します。 

・地元団体との共催や一歩踏み込んだ美術体験を提供する参加型の美術活動を目指

し、公立美術館がその活動を通して市民にできることは何かを探って参ります。 

事業の効果 
芸術、文化や美術館を身近に感じられるようになり、心豊かな市民生活をおくること

に寄与します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 3,146 
広く美術の振興をはかるため、市民参加型の展示、ワークショップ、イベント等

を行います。ホームページや印刷物、各種メディアを通じて美術館の活動や芸術

文化の情報を発信します 

平成 24 年度 3,138 
広く美術の振興をはかるため、市民参加型の展示、ワークショップ、イベント等

を行います。ホームページや印刷物、各種メディアを通じて美術館の活動や芸術

文化の情報を発信します 

平成 25 年度 3,045 
広く美術の振興をはかるため、市民参加型の展示、ワークショップ、イベント等

を行います。ホームページや印刷物、各種メディアを通じて美術館の活動や芸術

文化の情報を発信します 

平成 26 年度 3,045 
広く美術の振興をはかるため、市民参加型の展示、ワークショップ、イベント等

を行います。ホームページや印刷物、各種メディアを通じて美術館の活動や芸術

文化の情報を発信します 

平成 27 年度 3,045 
広く美術の振興をはかるため、市民参加型の展示、ワークショップ、イベント等

を行います。ホームページや印刷物、各種メディアを通じて美術館の活動や芸術

文化の情報を発信します 

合計 15,419  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 参 加 型 事 業 件 数 5 件 6 件 6 件 6 件 6 件 
参 加 型 事 業 参 加 者 数 8,000 名 8,000 名 8,000 名 8,000 名 8,000 名 
ホームページアクセス数 37,000 件 40,000 件 40,000 件 40,000 件 40,000 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 6 目 

基本施策 9 芸術文化活動の盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 芸術・文化とのふれあいの場を提供します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 6 目：美術館費 

事業名 103 美術館企画展事業 

担当所属 美術館 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
国内外の優れた作品を紹介するとともに、佐倉の美術史を明らかにする展覧会を実施

します。 

事業の目的 市民の美術に関する知識及び教養の向上を図り、芸術文化の振興に寄与します。 

事業の効果 
幅広いジャンルの展覧会を開催することで、来館者の増加を図ります。様々な芸術文

化に触れることで、個性ある創造的な人づくり・まちづくりに貢献します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 25,918 平田郷陽展、南桂子展、二口善雄バラ展 

平成 24 年度 30,000 ルパン三世展、荒谷直之介展 

平成 25 年度 30,000 

国内外の優れた作品を紹介するとともに、佐倉ゆかりの作家を紹介します。 

トスカーナと近代絵画（浅井忠の師であるフォンタネージの作品などピッティ宮

近代美術館コレクションによりイタリア絵画の流れを紹介）、国立美術館巡回展

（独立行政法人国立美術館との共同企画で京都国立近代美術館が所蔵する洋画

作品を紹介）、小堀進水彩小作品展（水彩画家として芸術院会員となった小堀進

の風景画を紹介） 

平成 26 年度 30,000 

国内外の優れた作品を紹介するとともに、開館 20 周年記念展として本館運営の

中心作家である浅井忠の作品を紹介します。 

ターナーと風景画（水彩画家として著名なターナーを中心にイギリスの風景画を

紹介）、佐倉学・浅井忠（開館 20 周年記念展として、本館運営の中心作家を紹介） 

平成 27 年度 30,000 

国内外の優れた作品を紹介するとともに、本館の運営方針のひとつである「現代

美術の紹介」をするシリーズ展を実施します。 

秋田蘭画とフランドル絵画（幕末に西洋の影響を得て描かれた絵画とその影響を

与えたフランドル絵画を紹介）、カオスモス展（本館の運営方針のひとつである

「現代美術の紹介」をするシリーズ展） 

合計 145,918  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 企 画 展 実 施 回 数 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 
年 間 企 画 展 入 場 者 数 6,867 人 7,000 人 7,000 人 7,000 人 7,000 人 
1 日平均企画展入場者数 87 人 87 人 87 人 87 人 87 人 
年 間 来 館 者 数 85,000 人 85,000 人 85,000 人 85,000 人 85,000 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 6 目 

基本施策 9 芸術文化活動の盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 芸術・文化とのふれあいの場を提供します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 6 目：美術館費 

事業名 329 美術館収蔵作品展事業 

担当所属 美術館 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
市民の財産としてのコレクションを公開するとともに、佐倉の美術史を紹介します。

収蔵作品を中心とした郷土ゆかりの作家展を開催します。 

事業の目的 
収蔵作品を中心とした郷土ゆかりの作家展を開催し、郷土ゆかりの作家がどのように

創作活動を展開し、美術史の中でどのような役割を果たしてきたのかを周知します。 

事業の効果 
郷土ゆかりの作家の紹介により、佐倉・房総の郷土への関心を高め心豊かな市民生活

の営みに寄与するとともに、来館者数の増加を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 4,227 
・市民の財産としてのコレクションを公開するとともに、佐倉の美術史を紹介し

ます。 

・収蔵作品を中心とした郷土ゆかりの作家展を開催します。 

平成 24 年度 3,877 
・市民の財産としてのコレクションを公開するとともに、佐倉の美術史を紹介し

ます。 

・収蔵作品を中心とした郷土ゆかりの作家展を開催します。 

平成 25 年度 1,514 
・市民の財産としてのコレクションを公開するとともに、佐倉の美術史を紹介し

ます。 

・収蔵作品を中心とした郷土ゆかりの作家展を開催します。 

平成 26 年度 1,514 
・市民の財産としてのコレクションを公開するとともに、佐倉の美術史を紹介し

ます。 

・収蔵作品を中心とした郷土ゆかりの作家展を開催します。 

平成 27 年度 1,514 
・市民の財産としてのコレクションを公開するとともに、佐倉の美術史を紹介し

ます。 

・収蔵作品を中心とした郷土ゆかりの作家展を開催します。 

合計 12,646  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年 間 収 蔵 作 品 展 実 施 回 数 3 回 3 回 3 回 3 回 3 回 
年 間 収 蔵 作 品 展 入 場 者 数 13,000 人 13,000 人 13,000 人 13,000 人 13,000 人 
年 間 来 館 者 数 85,000 人 85,000 人 85,000 人 85,000 人 85,000 人 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 6 目 

基本施策 9 芸術文化活動の盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 芸術・文化とのふれあいの場を提供します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 6 目：美術館費 

事業名 434 美術館作品収集保管事業 

担当所属 美術館 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・市立美術館に相応した市ゆかりの作家の作品を中心に主に寄付を通じて収集しま

す。 

・市民の財産の収蔵作品を良好な状態で保管し、後世に継承します。 

事業の目的 

・市民の美術財産を拡充し鑑賞の機会を提供することで、市民の豊かな心を育みます。 

・より良い状態で管理・補修することで財産価値を高め、佐倉市ゆかりの作家の美術

作品や資料を後世に伝えます。 

事業の効果 
市立美術館に相応した作品を収集し保管することにより、収蔵作品展を充実させ、多

くの市民に対し美術のすばらしさを紹介します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 1,022 
市立美術館に相応した市ゆかりの作家の作品を中心に主に寄付を通じて収集し

ます。市民の財産の収蔵作品を良好な状態で保管し、後世に継承します。 

平成 24 年度 1,021 
市立美術館に相応した市ゆかりの作家の作品を中心に主に寄付を通じて収集し

ます。市民の財産の収蔵作品を良好な状態で保管し、後世に継承します。 

平成 25 年度 1,014 
市立美術館に相応した市ゆかりの作家の作品を中心に主に寄付を通じて収集し

ます。市民の財産の収蔵作品を良好な状態で保管し、後世に継承します。 

平成 26 年度 1,014 
市立美術館に相応した市ゆかりの作家の作品を中心に主に寄付を通じて収集し

ます。市民の財産の収蔵作品を良好な状態で保管し、後世に継承します。 

平成 27 年度 1,014 
市立美術館に相応した市ゆかりの作家の作品を中心に主に寄付を通じて収集し

ます。市民の財産の収蔵作品を良好な状態で保管し、後世に継承します。 

合計 5,085  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

年間新規収蔵作品数（寄贈） 10 点 10 点 10 点 10 点 10 点 
年間新規収蔵作品数（購入） 0 点 0 点 0 点 0 点 0 点 
美 術 品 収 蔵 作 品 総 数 1,173 点 1,185 点 1,200 点 1,215 点 1,230 点 
収 蔵 作 品 展 開 催 数 3 回 3 回 3 回 3 回 3 回 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 6 目 

基本施策 9 芸術文化活動の盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 芸術・文化とのふれあいの場を提供します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 6 目：美術館費 

事業名 7356 美術館施設改修事業 

担当所属 美術館 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
市立美術館として芸術文化の振興に寄与する施設のあり方を検討しながら、空調設備

等の修繕に対応していきます。 

事業の目的 
開館から 17 年が経過しているため、施設が経年劣化しています。美術館施設の恒常

的な施設機能を維持するため、施設の管理修理を行います。 

事業の効果 美術館利用者が快適に施設を利用できるように施設を維持します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 2,000 応急修繕 

平成 24 年度 2,000 応急修繕 

平成 25 年度 23,562 

二酸化炭素消火設備及び粉末消火設備の液化ガス及び薬剤ボンベの容器弁は、消

防法関連令規の改正により製造から 20 年までに点検することが義務づけられて

おり、平成 25 年 12 月に製造後 20 年を迎えることから対象ボンベの交換を行い

ます。（容器弁の点検は実質ボンベの交換となります。） また、機械式駐車場の

廃止により二酸化炭素消火設備を 2 階展示室､5 階収蔵庫､1 階仮収蔵庫に縮小す

ることで交換対象ボンベ数を減らします。 

平成 26 年度 2,000 応急修繕 

平成 27 年度 2,000 応急修繕 

合計 31,562  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

修 繕 ・ 工 事 1 式 1 式 1 式 1 式 1 式 
電 気 使 用 量     720,000kw 
施設及び設備の不具合に起因

する展示会中止件数 
0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 
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第 4章 「明日へつながるまちづくり」 

～産業経済の活性化、文化・芸術・観光の充実～ 

9 款 5 項 5 目 

基本施策 9 芸術文化活動の盛んなまちにします 【会計】一般会計 

施策 3 芸術・文化とのふれあいの場を提供します 9 款：教育費 5 項：社会教育費 5 目：音楽ホール費 

事業名 7457 市民音楽ホール施設整備事業 

担当所属 音楽ホール 事業期間 昭和 59 年度～平成 27 年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 
・市民音楽ホールの施設・設備の適正な機能維持に努めます。 

・計画的に施設・設備の整備、補修等を実施します。 

事業の目的 
・将来にわたり芸術文化活動環境を市民に提供していきます。 

・改修工事等を実施することにより、安全で快適な施設環境を市民に提供します。 

事業の効果 良好な環境を提供することにより、市民の芸術文化活動を支援します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

平成 23 年度 799 ストリートオルガン定期点検（2台） 

平成 24 年度 21,935 防水等改修工事、鋼製建具改修工事 

平成 25 年度 5,000 ホール表玄関の鋼製建具の改修工事 

平成 26 年度 501 舞台緞帳固定吊ロープ交換 

平成 27 年度 1,200 ストリートオルガン定期点検（３台） 

合計 29,435  

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

点 検 及 び 改 修 工 事 1 件 2 件 1 件 1 件 1 件 
施設及び設備の不具合に起因 

する音楽ホール公演中止件数 
0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 
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